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8,139人男性 8,638人女性

●世帯数 6,504世帯（－1）
●人口 16,777人（－16）

10月末現在 （　）内は前月比・10月届出分
人口のうごき

出生
死亡

8人
19人

転入
転出

28人
33人

生涯学習支援センター　５２－1125問

クリスマス劇場として、劇団カッパ座の人形劇「おむす
びころりん＆森のなかまと歌おう＆はだかの王様」を上
演します。劇団カッパ座は、目と口が自由に動く表情豊
かな等身大ぬいぐるみ人形を使用し、日本全国で様々な
公演を行っています。

おなまえ 稗田

颯太くん（３歳）
そう　　た りゅう　じ

隆二くん（１歳）

■日　時　12月23日（日・祝）14時～（開場13時30分）
■場　所　生涯学習支援センター 大ホール
■料　金　【全席自由席】前売り券は子ども（3歳以上） 800円、
　　　　　大人（高校生以上） 1,000円、親子ペア 1,500円
　　　　　※当日券は 200円アップ、親子ペアは 400円アップ。
　　　　　　３歳未満でも座席が必要な場合は有料。
☆前売り券は下記施設にて販売中
　生涯学習支援センター、各地区公民館、
　スポーツセンター、役場社会教育課

クリスマ
ス劇場

オススメ!!

さわやかに歴史と未来の出逢うまち
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主な内容
P2
特集　このまちグルリ
公共交通でつながる輪
P24
第二十二回「真摯の人」
P26
インフォメーション＆ニュース

秋
、み
ぃ
つ
け
た

山
野
里
な
ん
で
も
体
験
隊
が
稲
刈
り
に
挑
戦（
関
連
記
事
18
㌻
）
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公
共
交
通
で
つ
な
が
る
輪

特 集
「
こ
の
ま
ち
が
好
き
。
だ
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
こ
こ
で
暮
ら
し
た
い
。
で
も
…
」

取
材
で
出
会
っ
た
高
齢
の
女
性
は
表
情
を
曇
ら
せ
ま
す
。

「
年
い
っ
て
私
は
も
う
車
に
は
乗
れ
ん
の
よ
。
こ
の
ま
ち
で
は
、
車
が
な
い
と
生
活
で

き
ん
…
」
と
不
安
な
思
い
を
口
に
し
ま
す
。

だ
れ
も
が
い
つ
か
は
年
を
と
り
、
車
の
運
転
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

〝
本
格
的
な
高
齢
社
会
＂
が
到
来
し
た
上
郡
町
で
、
車
を
利
用
で
き
な
い
高
齢
者
は
普

通
の
生
活
を
送
る
こ
と
さ
え
困
難
。
買
い
物
や
通
院
、
社
交
な
ど
生
き
る
た
め
に
必

要
な
活
動
に
制
約
を
受
け
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
町
民
の
か
け
が
え
の
な
い
生
活
を
守
る
た
め
「
ほ
ほ
え
み
タ
ク
シ
ー
」（
予

約
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
）
と
「
愛
の
り
号
」（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）
の
二
つ
の
公

共
交
通
を
実
証
運
行
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
公
共
交
通
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
未
来
を
見
据
え
た
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
で
す
。

愛のり号

ほほえみタクシー
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このまち
グルリ
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交通弱者―。いつしか、車中心の社会において、移動を制約される人はそう呼ば
れるようになりました。
手のひらを広げたような谷筋に集落が散在する上郡町。そこには、高齢者が普通
の生活を送ることさえ困難な現状がありました。

まちの今と未来

こ
の
ま
ち
で

　

生
き
て
い
く

笑顔で取材に応じる逢坂さん

車
社
会
と
高
齢
者

　

「
家
の
近
く
に
は
、
お
店
が
な

ん
も
な
く
て
、
日
用
品
一
つ
買

う
の
も
大
変
な
ん
で
す
。
特
に
私

は
車
に
乗
ら
れ
へ
ん
か
ら
、
毎
日
、

普
通
の
生
活
す
る
の
も
一
苦
労
。

若
い
こ
ろ
は
自
転
車
で
遠
く
へ
行

け
た
ん
だ
け
ど
…
」

赤
松
地
区
岩
木
に
住
む
逢
坂
弘

美
さ
ん
は
、
ほ
ほ
え
み
タ
ク
シ
ー

が
運
行
す
る
ま
で
の
生
活
を
振
り

返
り
ま
す
。

上
郡
町
は
、
左
の
図
の
よ
う
に

公
共
交
通
を
利
用
で
き
な
い
地
区

（
公
共
交
通
空
白
地
）が
広
範
囲
に

及
ん
で
い
ま
す
。
商
業
施
設
や
医

療
機
関
、
金
融
機
関
な
ど
は
町
中

心
部
に
集
中
し
て
お
り
、
町
全

体
で
み
て
も
平
成
６
年
に
２
８
４

店
あ
っ
た
商
店
は
平
成
19
年
に
は

１
９
８
店
と
、
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す（
商
業
統
計
か
ら
）。

町
中
心
部
以
外
の
地
域
に
住
む

人
は
買
い
物
や
通
院
な
ど
の
た
め

に
移
動
手
段
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
町

内
で
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
４
，

７
１
０
人
。
町
民
の
28
・
３
㌫
に

あ
た
り
ま
す（
表
１
）。
４
人
に
１

MOVE１

【単位：人】

　 総数 65歳以上 75歳以上 85歳以上

男性 7,975 1,962（24.6％） 893（11.2％） 197（2.5％）

女性 8,661 2,748（31.7％） 1,569（18.1％） 493（5.7％）

合計 16,636 4,710（28.3％） 2,462（14.8％） 690（4.1％）

■表１／町の人口と高齢者（平成22年国勢調査）
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人
が
高
齢
者
と
な
っ
た
今
、
い
つ

ま
で
も
自
家
用
車
に
頼
る
生
活
を

続
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
、
各
地
域
に
よ
っ
て
外
出
す

る
機
会
に
不
公
平
が
生
じ
始
め
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

未
来
の
町
の
人
口
バ
ラ
ン
ス

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
調
査
に
よ
る
と
平
成
32
年

に
は
、
町
全
体
の
人
口
が
平
成
22

年
に
比
べ
11
㌫
減
少
の
１
４
︐

８
０
１
人
と
な
り
、
高
齢
者
は
全

体
の
37
㌫
を
占
め
る
と
い
い
ま
す

（
表
２
）。
そ
れ
に
加
え
50
～
64
歳

が
30
㌫
も
減
少
し
、
人
口
の
構
成

が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
す
な
わ
ち
「
高
齢
者
の

世
話
を
す
る
世
代
」
が
減
り
、
外

出
の
同
行
・
送
迎
を
行
っ
て
く
れ

る
人
が
少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
「
ま
だ
、
元
気
で
車
に
乗
れ
る
か

ら
大
丈
夫
」
と
思
う
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
だ
れ

も
が
い
つ
か
直
面
す
る
問
題
で
す
。

今
、
私
た
ち
は
こ
の
課
題
に
正
面

か
ら
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

【単位：人】

　 総数 65歳以上 75歳以上 85歳以上

男性 6,857 2,248（32.8％） 1,042（15.2％） 294（4.3％）

女性 7,944 3,268（41.1％） 1,786（22.5％） 750（9.5％）

合計 14,801 5,516（37.3％） 2,462（16.6％） 1,044（7.1％）

■表２／平成32年の町人口と高齢者推計（人口問題研究所の調査）

373

苔縄駅

河野原
円心駅

上郡駅

上郡小

旧赤松小

上郡高

上郡中

役場山野里小

高田小

旧鞍居小

上郡町の公共交通体系と商業施設など
※ほほえみタクシーと愛のり号を除く。

　町には、ＪＲ山陽本線と智頭急行線が通り、３駅が設
置されている。路線バスは、「上郡駅～ネオポリス・中野・
赤穂市民病院方面」と「上郡駅～播磨科学公園都市」の
間で運行されている。鉄道・路線バスの通らない公共交
通空白地域が町内に広く分布している。また、商業施設
や医療機関は、上郡・山野里地区に多く立地している。

凡　例

鉄道（ＪＲ）
鉄道（智頭急行）
路線バス（赤穂方面）
路線バス（播磨科学公園方面）

【公共交通】

商業施設
医療機関（総合病院・一般医院）
金融機関・郵便局

【生活関連施設】

兵庫県立大学

兵庫県立大
付属中・高

旧梨ヶ原小

旧船坂小

このまちグルリ　　　　　 
公共交通でつながる輪

特 

集
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浮
き
彫
り
と
な
る
空
白
地

平
成
21
年
10
月
、
神
姫
バ
ス

株
式
会
社
が
運
行
し
て
い
た
上

郡
～
佐
用
区
間
の
路
線
バ
ス
が

休
止
。
当
時
、
路
線
バ
ス
が
通

ら
な
い
公
共
交
通
空
白
地
は
町

域
の
半
分
以
上
に
あ
た
る
「
赤

松
」「
梨
ヶ
原
」「
船
坂
」
の
３
地

区
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
商

店
は
閉
店
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

多
く
、
高
齢
者
の
生
活
に
支
障

が
出
始
め
て
い
ま
し
た
。
路
線

バ
ス
の
沿
線
地
に
住
む
方
か
ら

は
、「
何
と
か
な
ら
な
い
の
か
」

「
町
と
し
て
独
自
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ
ら
れ
な
い

の
か
」
な
ど
と
要
望
が
上
が
り

ま
す
。

路
線
バ
ス
の
休
止
に
伴
い
、

町
で
は
事
前
に
「
上
郡
町
民
の

交
通
手
段
に
関
す
る
実
態
調

査
」（
平
成
21
年
７
月
）と
題
し
、

全
世
帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

町
民
の
約
３
割
が
買
い
物
、
通

院
な
ど
に
出
か
け
る
移
動
手
段

に
困
っ
て
い
る
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
そ
の
理
由
の
一
部

を
紹
介
す
る
と
▽
免
許
証
を
持

交
通
弱
者
を
救
い
た
い

交
通
弱
者
を
救
い
た
い

っ
て
い
な
い
▽
送
迎
を
気
軽
に

依
頼
で
き
る
人
が
い
な
い
▽
自

分
で
自
由
に
使
え
る
車
を
持
っ

て
い
な
い
│
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

当
時
、
担
当
者
と
し
て
直
接

町
民
の
声
を
聞
い
た
井
上
義
章

係
長（
町
企
画
財
政
課
）は
「
体

調
を
崩
し
て
も
２
、３
日
我
慢

し
、
病
状
が
悪
化
し
て
か
ら
病

院
に
行
く
と
い
う
現
状
を
目
の

当
た
り
に
し
た
。
我
慢
せ
ず
自

由
に
外
出
で
き
る
交
通
体
系
を

整
備
し
た
か
っ
た
」
と
胸
の
う

ち
を
話
し
ま
す
。

交
通
会
議
を
立
ち
上
げ
る

路
線
バ
ス
の
休
止
に
伴
い
公

共
交
通
空
白
地
が
広
が
る
中
で
、

町
独
自
の
公
共
交
通
の
実
施
に

向
け
て
計
画
が
進
み
ま
す
。
行

政
と
事
業
者
、
地
域
の
代
表
者

な
ど
を
集
め
、「
地
域
公
共
交
通

会
議
」
と
「
公
共
交
通
対
策
協

議
会
」（
以
下
、
交
通
会
議
と
い

う
）が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
24
人
で
構
成

さ
れ
、
大
学
教
授
な
ど
有
識
者

も
加
わ
り
ま
す
。

交通弱者を救うために一刻も早く―。町独自の公共交通の運行に向けて、
地域と行政が立ち上がります。＂地域が選択した＂交通体系を実現するために
奮闘した関係者の思いを紹介します。

交通会議の様子

MOVE２

運行に向けた思い
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Interview

交
通
会
議
で
は
、
運
行
ル
ー

ト
や
乗
車
料
金
、
実
施
に
か
か

る
費
用
な
ど
を
議
論
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
８
月
の
ほ
ほ
え
み
タ

ク
シ
ー
運
行
ま
で
に
開
催
さ
れ

た
交
通
会
議
は
７
回
に
も
及
び

ま
す
。

私
た
ち
だ
け
の
公
共
交
通

　
「
法
律
上
の
制
約
は
あ
る
が
、

公
共
交
通
に
王
道
と
い
う
も
の

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

特
性
に
見
合
っ
た
形
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と

話
す
金
澤
重
之
さ
ん
。
国
土
交

通
省
職
員
で
あ
る
金
澤
さ
ん
は
、

職
務
上
、
地
方
自
治
体
や
運
送

事
業
者
な
ど
か
ら
公
共
交
通
に

つ
い
て
よ
く
相
談
を
受
け
る
と

い
い
ま
す
。

独
自
の
公
共
交
通
を
整
備
す

る
た
め
に
は
、
そ
の
地
域
の
鉄

道
や
バ
ス
網
、
高
齢
率
、
自
家

用
車
保
有
率
な
ど
の
現
状
把
握

と
分
析
が
不
可
欠
。
交
通
会
議

で
は
、
平
成
22
年
８
月
に
改
め

て
自
治
会
長
に
自
治
会
内
の
交

通
利
用
状
況
把
握
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
調
査
を
も
と
に

地
区
懇
談
会
を
開
催
。
日
常
生

活
で
の
交
通
に
お
け
る
困
り
事

な
ど
を
町
内
各
地
で
聞
き
取
り

ま
し
た
。
地
域
の
意
見
を
参
考

に
、
本
当
に
町
民
が
求
め
る
公

共
交
通
体
系
が
作
り
上
げ
ら
れ

て
い
き
ま
す
。

公
共
交
通
を
考
え
る
こ
と
は

ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩

　
金
澤
さ
ん
は
「
公
共
交
通
を

考
え
る
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
」
と
説
明
し
ま
す
。
懇
談
会

で
意
見
を
出
し
合
い
、
住
民
自

ら
が
選
択
し
た
公
共
交
通
の
あ

り
方
や
必
要
性
は
、
そ
の
地
域

に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
ま
す
。

井
上
係
長
は
「
地
域
が
本
気

に
な
ら
な
け
れ
ば
交
通
は
維
持

で
き
な
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

続
け
て
「
公
共
交
通
が
走
り
、

人
が
動
く
こ
と
で
町
は
活
性
化

さ
れ
る
。
不
景
気
な
世
の
中
で
、

公
共
交
通
で
買
い
物
に
行
け
ば

商
店
も
潤
う
。
ま
た
、
外
出
す

る
こ
と
で
気
が
張
り
、
健
康
に

も
つ
な
が
る
」
と
話
し
ま
す
。

二
人
の
話
か
ら
は
「
公
共
交

通
と
ま
ち
づ
く
り
は
つ
な
が
っ

て
い
る
」
と
い
う
共
通
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
は

〝
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
＂
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

「バスは空気や水のように、あって当たり前」と思っていません
か。平成23年１月、県内のある町から路線バスが無くなりました。
理由は利用者数の減少。バスの利用者数は昭和40年代のピーク時か
ら半減しており、バス事業者が自力で運行することが困難になって
います。今、目の前を走っているバスの多くは赤字で、町や国、県
の補助金により運行されています。公共交通は、車を運転できない
方にとって必要不可欠な移動手段です。今は車を運転できる方も将
来必要になるかもしれません。ただ、今後の人口減少や超高齢社会
の到来により、行政からの補助金にも限界が見込まれ、そのバスが
将来残っているとは限りません。確かに車は便利です。しかし、バ
スは乗らないと残りません。バスを残すために、「いつか」ではなく
「今から」、「だれかが」ではなく「私が」バスに乗ってみませんか。
持続可能な公共交通について、一緒に考えましょう。

公
共
交
通
に
王
道
は
な
い

だれかがではなく、私が

金澤重之さん

国土交通省
兵庫陸運部輸送部門
運輸企画専門官

濱　浩二さん

兵庫県
交通政策課 課長

インタビュー
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子
育
て
世
代
の
利
用

　
「
娘
と
安
全
に
子
育
て
学

習
セ
ン
タ
ー
ま
で
通
え
る

か
不
安
で
し
た
…
」
と
話

す
深
澤
美
紀
さ
ん（
宮
ヶ

丘
）。
深
澤
さ
ん
は
、
娘

の
美
夏
ち
ゃ
ん
と
と
も
に

今
年
４
月
か
ら
子
育
て
学
習
セ

ン
タ
ー
に
通
っ
て
い
ま
す
。
同

セ
ン
タ
ー
で
は
、
０
歳
か
ら
未

就
園
児
ま
で
の
親
子
が
子
育
て

に
関
す
る
講
座
を
月
２
回
ほ
ど

受
講
。
親
子
体
操
や
リ
ズ
ム
遊

び
な
ど
様
々
な
体
験
活
動
を
通

し
て
、
親
子
同
士
の
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。

深
澤
さ
ん
の
住
む
山
野
里
地

区
宮
ヶ
丘
か
ら
赤
松
地
区
岩
木

に
あ
る
同
セ
ン
タ
ー
ま
で
は
車

で
約
20
分
。
し
か
し
、
車
の
運

転
に
不
安
を
感
じ
る
深
澤
さ
ん

に
と
っ
て
は
長
い
道
の
り
で
す
。

そ
こ
で
、
初
め
は
一
般
の
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
て
通
い
ま
し
た

が
、
思
い
の
ほ
か
料
金
が
か
さ

み
、
毎
月
通
う
に
は
経
済
的
に

も
大
き
な
痛
手
に
な
る
と
感
じ

た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
と
き
、

ほ
ほ
え
み
タ
ク
シ
ー
の
存
在
を

知
り
、
早
速
利
用
し
始
め
ま
し

た
。

　
「
料
金
が
安
く
て
、
運
転
手
さ

ん
も
親
切
。
安
心
し
て
子
育
て

学
習
セ
ン
タ
ー
に
通
え
て
い
ま

す
」
と
笑
顔
で
乗
車
し
た
感
想

を
話
し
ま
す
。
同
時
に
「
私
は

勇
気
を
出
し
て
運
転
す
れ
ば
、

目
的
地
に
行
け
ま
す
。
で
も
、

免
許
も
な
く
車
が
運
転
で
き
な

い
人
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

乗
り
物
で
す
」
と
公
共
交
通
の

必
要
性
を
訴
え
ま
す
。

　自
分
で
買
い
物
が
で
き
る
喜
び

　
「
や
っ
ぱ
り
、
自
分
の
目
で
見

て
、
納
得
し
た
品
物
を
買
い

た
い
の
よ
。
い
ろ
ん
な
ス
ー
パ

ー
回
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
見
比
べ

て
」
と
逢
坂
弘
美
さ
ん
は
に
こ

や
か
に
話
し
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
の
逢
坂
さ
ん

は
週
２
回
程
度
ほ
ほ
え
み
タ

平成23年８月１日、町民の期待を一身に背負い、予約型乗り合いタクシー「ほほえみ
タクシー」が走り出しました。運行開始から１年３ヵ月がたった今、ほほえみタクシ
ーはどのように利用されているのでしょう。利用者の実情に迫ります。

14時、子育て学習センターの講座が終了し、友だちと
お別れの時間。ほほえみタクシーで帰宅する深澤さん

地域をつなぐ、ほほえみタクシー

↓
深
澤
美
紀
さ
ん
と
美
夏
ち
ゃ
ん

人と人がつながって
 “ほほえみ”が生まれるとき

MOVE３
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う
こ
と
も
あ
る
と
自
身
の
体
験

を
話
し
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
岩
木
に
住
む

山
本
喜
久
惠
さ
ん
も
「
人
そ
れ

ぞ
れ
の
生
活
が
あ
る
か
ら
、
だ

れ
か
と
一
緒
に
買
い
物
や
病
院

に
行
っ
て
同
じ
時
間
に
帰
る
こ

と
は
難
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

今
で
も
、
ミ
ニ
バ
イ
ク（
原

動
機
付
自
転
車
）に
乗
っ
て
買

い
物
に
出
か
け
る
山
本
さ
ん
。

し
か
し
、
昨
年
、
足
を
痛
め
バ

イ
ク
を
運
転
で
き
な
く
な
っ
た

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
通
院
に

は
、
ほ
ほ
え
み
タ
ク
シ
ー
を
よ

く
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

山
本
さ
ん
は
「
今
ま
で
バ
イ

ク
に
乗
れ
る
生
活
が
当
た
り

前
や
っ
た
か
ら
、
移
動
手
段
に

ほ
ん
ま
に
困
り
ま
し
た
。
で
も
、

こ
の
タ
ク
シ
ー
が
あ
っ
て
よ
か

っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。　

「
ほ
ほ
え
み
タ
ク
シ
ー
で
駅
前

に
出
る
と
き
は
、
何
時
に
病
院
、

そ
の
後
ど
こ
で
何
を
買
う
の
か
、

そ
の
日
の
計
画
を
書
き
留
め
た

メ
モ
を
持
っ
て
行
く
」
と
限
ら

れ
た
時
間
を
有
効
活
用
す
る
た

め
の
方
法
を
話
し
ま
す
。

現
在
、
山
本
さ
ん
が
ほ
ほ
え

み
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
の
は
、

雨
降
り
で
運
転
に
不
安
を
感
じ

る
と
き
の
み
。
し
か
し
、
将
来

は
頻
繁
に
公
共
交
通
を
利
用
す

る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

〝
選
択
の
と
き
＂を
迎
え
る
社
会

平
成
23
年
に
発
生
し
た
65
歳

以
上
の
交
通
事
故
死
者
数
は
全

国
で
２
︐
２
６
２
人
。
そ
の

う
ち
の
約
半
数
が
、
自
動
車
や

ミ
ニ
バ
イ
ク
乗
車
中
の
事
故
で

す（
平
成
24
年
交
通
安
全
白
書

か
ら
）。

ま
た
、
年
齢
別
の
運
転
免
許

保
有
率
は
、
平
成
20
年
の
時

点
で
70
～
74
歳
の
男
性
が
75

㌫
、
女
性
が
20
㌫
程
度
。
し
か

し
、
平
成
30
年
に
は
男
性
が
90

㌫
、
女
性
が
55
㌫
程
度
に
増
加

す
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す

（
運
転
免
許
統
計
な
ど
か
ら
）。

今
後
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る

高
齢
者
と
多
様
な
生
活
様
式
に
、

自
家
用
車
の
み
で
対
応
し
て
い

く
の
か
、
そ
れ
と
も
公
共
交
通

と
い
う
移
動
手
段
を
守
り
育
て

る
の
か
│
。
私
た
ち
は
今
、〝
選

択
の
と
き
＂
を
迎
え
て
い
ま
す
。

商店に行って、自分の目で見た
納得できる品物を買いたい

玄関先で運転手に迎えられる逢坂さん ク
シ
ー
を
利
用
し
ま
す
。
４

年
前
ま
で
は
、
自
宅（
岩
木
）

か
ら
駅
前
ま
で
自
転
車
で
買

い
物
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
は
足
を
痛
め
て

お
り
、
徒
歩
や
自
転
車
で
遠

く
に
買
い
物
や
病
院
へ
行
く

こ
と
は
困
難
で
す
。

　

「
宅
配
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
け

ど
品
物
を
頼
ん
で
届
く
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
か
ら
ね
。

明
日
に
で
も
必
要
な
も
の
は
自

分
で
買
い
に
行
か
な
き
ゃ
。
で

も
近
く
に
商
店
は
な
い
し
…
」。

そ
ん
な
と
き
、
ほ
ほ
え
み
タ
ク

シ
ー
が
あ
っ
て
、
本
当
に
助
か

っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、「
運
転
手
さ
ん
が
と
て

も
親
切
で
ね
。
車
内
で
お
し
ゃ

べ
り
す
る
の
も
楽
し
み
。
最
初

は
予
約
す
る
の
に
戸
惑
っ
た
け

ど
、
慣
れ
れ
ば
と
て
も
便
利
で

簡
単
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

ほ
ほ
え
み
タ
ク
シ
ー
の
最
大

の
魅
力
は
、
自
宅
前
ま
で
送
迎

し
て
く
れ
る
こ
と
で
す（
町
中

心
部
を
除
く
）。
利
用
者
か
ら

は
、
買
い
物
を
た
く
さ
ん
し
て

も
大
き
な
荷
物
を
持
ち
帰
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
と
感
謝
の

声
が
聞
か
れ
ま
す
。

逢
坂
さ
ん
は
、
病
院
で
会
う

人
に
声
を
か
け
、
ほ
ほ
え
み
タ

ク
シ
ー
を
勧
め
る
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。「
こ
ん
な
に
便
利
で

安
く
利
用
で
き
る
乗
り
物
は
使

わ
な
い
と
も
っ
た
い
な
い
」
と

太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

逢
坂
さ
ん
に
元
気
の
秘
訣
を

尋
ね
る
と
「
外
に
出
向
い
て
自

分
で
買
い
物
を
す
る
こ
と
。
外

出
す
る
こ
と
で
気
が
張
り
、
健

康
維
持
に
つ
な
が
る
よ
」
と
笑

顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

多
様
化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　
「
た
ま
に
近
所
の
人
が
、
買
い

物
に
誘
っ
て
く
れ
る
こ
と
も

あ
る
の
よ
。
と
て
も
あ
り
が
た

い
」
と
逢
坂
さ
ん
。
し
か
し
、

相
手
の
都
合
を
考
え
る
と
迷
惑

で
は
な
い
か
と
遠
慮
し
て
し
ま
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地
域
を
巡
る

 

「
お
は
よ
う
！
今
日
は
え
え
天
気

や
ね
～
」

お
客
さ
ん
が
乗
車
す
る
と
元
気

よ
く
あ
い
さ
つ
す
る
運
転
手
の
武

田
眞
一
さ
ん（
大
枝
新
）。
今
日
も

愛
の
り
号
の
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

　

現
在
、
運
転
手
は
約
10
人
。
シ

フ
ト
を
組
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
が
交
代

で
運
転
し
て
い
ま
す
。

 

「
よ
く
利
用
し
て
く
れ
る
人
は
顔

な
じ
み
な
ん
や
」
と
う
れ
し
そ
う

に
話
す
武
田
さ
ん
。
乗
客
数
が
一

番
多
い
ル
ー
ト
は
、
上
郡
駅
〜
高

田
台
ル
ー
ト
の
10
～
13
時
。
取
材

日
に
は
、
40
人
を
超
え
る
方
が
利

用
し
て
い
ま
し
た
。
客
層
は
、
車

を
運
転
で
き
な
い
60
～
80
歳
の

方
が
多
い
と
い
い
ま
す
。
目
的
地

の
大
半
が
病
院
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
。

 

「
毎
週
月
曜
に
、
朝
一
番
で
乗
っ

て
く
れ
る
夫
婦
も
お
って
や
で
。こ

の
バ
ス
の
運
行
が
始
ま
っ
て
、
み

ん
な
喜
ん
で
る
。
値
段
も
安
い
し
、

定
期
的
に
使
う
人
の
家
計
に
は
、

大
き
な
助
け
と
な
っ
て
い
る
」
と

武
田
さ
ん
は
誇
ら
し
げ
に
話
し
ま

す
。
同
時
に
「
ま
だ
ま
だ
要
望
に

応
え
き
れ
て
な
い
こ
と
も
あ
る
ん

や
」
と
表
情
を
曇
ら
せ
ま
す
。

感
謝
と
期
待
が
交
差
す
る

 「
お
世
話
に
な
り
ま
す
」

高
田
台
の
バ
ス
停
で
乗
車
し

た
岡
本
都
さ
ん
と
鎌
内
康
子
さ
ん
。

二
人
は
週
３
回
程
度
、
愛
の
り
号

を
利
用
す
る
と
い
い
ま
す
。

 

「
今
ま
で
は
一
般
の
路
線
バ
ス
を

使
っ
て
た
ん
や
け
ど
、
バ
ス
停
が

家
に
近
く
な
っ
た
か
ら
す
ご
く
便

利
」
と
岡
本
さ
ん
。「
料
金
も
安
い

か
ら
大
助
か
り
」
と
鎌
内
さ
ん
も

声
を
弾
ま
せ
ま
す
。

し
か
し
、「
土
日
に
運
行
し
て

な
い
の
は
困
る
。
ほ
し
い
も
の
が 岡本さん（左）と鎌内さん

愛のり号の車内に
笑い声が響きます

愛
の
り
号
に
ゆ
ら
れ
て

　

平
成
23
年
2
月
末
か
ら
運
行
を
開
始
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
愛
の
り
号
。

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
に
か
け
て
、
６
路
線
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
声

を
聞
き
、
愛
の
り
号
が
地
域
に
も
た
ら
す
効
果
と
課
題
を
探
り
ま
す
。

MOVE４
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ヘルパーと乗車する池本さん（左）

笑顔で接客する運転手の武田さん

あ
っ
て
も
我
慢
し
な
い
と
ね
。
せ

め
て
、
土
曜
日
だ
け
で
も
…
」。

ま
た
、「
本
数
が
も
っ
と
あ
れ
ば
い

い
で
す
ね
。
特
に
９
時
台
に
高

田
台
を
通
る
ル
ー
ト
が
あ
れ
ば
便

利
」
と
よ
く
利
用
す
る
か
ら
こ
そ

改
善
し
て
ほ
し
い
点
を
話
し
ま
す
。

愛
の
り
号
が
生
活
の
一
部
に
な
り

つ
つ
あ
る
半
面
、
様
々
な
課
題
も

見
え
始
め
ま
し
た
。

現
在
、
愛
の
り
号
は
試
験
的
に

運
行
し
て
お
り
、
利
用
率
や
利
用

者
の
意
見
に
よ
っ
て
、
ル
ー
ト
や

運
行
時
刻
な
ど
は
変
更
さ
れ
ま
す
。

町
民
の
思
い
が
、
運
行
を
左
右
す

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い

愛
の
あ
る
バ
ス
で
あ
る
よ
う
に

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー（
移
動
介
護

従
業
者
）と
乗
車
す
る
池
本
政
春

さ
ん（
金
出
地
）。
池
本
さ
ん
は
、

視
覚
障
が
い
が
あ
り
、
一
人
で
通

院
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

 
「
今
ま
で
は
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て

通
院
し
て
い
た
ん
で
す
が
、や
は
り

費
用
が
か
か
る
。
愛
の
り
号
な
ら

タ
ク
シ
ー
に
比
べ
て
割
安
で
す
」

と
池
本
さ
ん
。
今
ま
で
付
き
添
い

で
３
回
ほ
ど
乗
車
し
た
こ
と
が
あ

る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
は
「
下
り
る
と

き
ス
テ
ッ
プ
が
出
て
く
る
の
で
、

障
が
い
の
あ
る
方
に
も
安
心
し
て

乗
っ
て
も
ら
え
る
」
と
話
し
ま
す
。

ま
た
、
池
本
さ
ん
は
「
運
転
手

さ
ん
が
と
て
も
親
切
。
ど
こ
で
降

り
る
の
か
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま

す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。
一
方

で
「
障
が
い
者
の
た
め
に
運
賃
の

割
引
が
あ
る
と
あ
り
が
た
い
」
と

話
し
ま
す
。　

ヘ
ル
パ
ー
と
と
も
に
移
動
す
る

池
本
さ
ん
は
、
二
人
分
の
乗
車
賃

を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
地
域
す
べ
て
の
方
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
公
共
交
通
を
目
指
す

た
め
に
は
、
路
線
バ
ス
や
電
車
の

よ
う
に
障
が
い
者
へ
の
割
引
制
度

も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

新
た
な
交
流
の
可
能
性

運
転
手
の
武
田
さ
ん
は
「
運

行
ル
ー
ト
が
分
か
ら
ん
人
に
は
親

切
に
説
明
す
る
よ
。
世
間
話
も
大

歓
迎
。
た
だ
乗
客
を
運
ぶ
だ
け
で

な
く
、
人
の
心
と
心
を
つ
な
ぐ
こ

と
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
う
ん
や
。

交
流
が
生
ま
れ
る
の
が
愛
の
り
号

の
隠
れ
た
魅
力
。
だ
れ
で
も
気
軽

に
声
を
か
け
て
」
と
威
勢
良
く
話

し
ま
す
。

12
人
乗
り
の
小
さ
な
バ
ス
だ
か

ら
こ
そ
、
運
転
手
と
乗
客
の
距
離

や
乗
客
同
士
の
距
離
が
縮
ま
り
ま

す
。
取
材
で
出
会
っ
た
上
郡
地
区

の
女
性
は
、「
こ
の
バ
ス
で
な
じ
み

の
お
客
さ
ん
と
世
間
話
で
き
る
の

が
う
れ
し
い
な
」
と
笑
み
を
浮
か

べ
て
い
ま
し
た
。

運
行
か
ら
８
ヵ
月
が
経
っ
た
今
、

愛
の
り
号
は
新
た
な
局
面
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

主に通院や買い物で月２、３回利用させてもらってい
ます。家の近くで乗り降りできるので、１人で買い物に
行っても、たくさん品物
を買うことができます。
足を痛めているので、
バス停が近くないと、重
い荷物を運ぶのも一苦
労。車を運転できない
私たちが車中心の社会
で生活することは大変
です。でも、愛のり号
のおかげで、とても便
利に生活を送れています。

長谷川浅子さん（高田台）

このまちグルリ　　　　　 
公共交通でつながる輪
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ほ
ほ
え
み
タ
ク
シ
ー

ほ
ほ
え
み
タ
ク
シ
ー
は
予
約
型
の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
で
、
楠
、

岩
木
、
梨
ヶ
原
、
船
坂
地
区
と
町
中
心
部
を
結
び
ま
す
。
中
心
部
以

外
の
地
区
で
は
自
宅
前
な
ど
希
望
す
る
場
所
で
乗
り
降
り
で
き
ま
す
。

愛
の
り
号

愛
の
り
号
は
小
型
バ
ス
を
用
い
て
、
上
郡
、
高
田
、
高
田
台
、

鞍
居
地
区
と
上
郡
駅
を
結
び
ま
す
。
各
ル
ー
ト
を
走
る
曜
日
が
そ
れ

ぞ
れ
定
め
ら
れ
、
乗
り
降
り
は
停
留
所
に
限
り
ま
す
。
た
だ
し
、
一

部
に
自
由
乗
降
区
間（
運
行
経
路
上
の
希
望
す
る
場
所
で
乗
降
で
き

る
区
間
）が
あ
り
ま
す
。

運行系統 運行区間 運行日

まちなか
循環ルート

上郡駅⇔生涯学習支援センター前 月～金
上郡駅⇔東町公園 月・水・木

高田台ルート 上郡駅⇔高田台循環 月～金
宇野山ルート 上郡駅→奥→宇野山→中野→上郡駅 月・木
正福寺ルート 上郡駅⇔正福寺 水曜日
国光ルート 上郡駅⇔鞍居⇔国光 金曜日
大杉野ルート 上郡駅⇔鞍居⇔大杉野 火曜日
※土、日、祝日、年末年始は運休。

■料金 ■運行時刻

楠地区⇔まちなか・中心部 偶数日

岩木地区⇔まちなか・中心部 奇数日

梨ヶ原地区⇔まちなか・中心部 偶数日

船坂地区⇔まちなか・中心部 奇数日
※日曜日、祝日、年末年始は運休。

■運行日

■まちなか・中心部の停留所

①上郡駅②ＪＡ兵庫西上郡支店
③上郡郵便局西④山野里交差点
⑤大持西⑥井上⑦役場⑧みなと
銀行⑨上郡橋西⑩大岩診療所⑪
イオンタウン⑫岡田整形外科⑬ス
ポーツセンター

■運行時刻

各地区⇒まちなか・中心部
８時／10時／12時／14時に
指定の場所から中心部に向
けて出発します。
まちなか・中心部⇒各地区
９時30分／11時30分／13時
30分／16時に中心部の停留
所から指定する場所に向け
て出発します。

■料金

300円～600円
（子どもは半額）

■運行系統と運行日

「ところで町の公共交通って、どこを走っているの？」と疑問に思った方もいるかもしれません。
運行ルートや利用方法を簡単に説明します。細かなルートが載った時刻表は、役場、生涯学習支援
センター、各地区公民館、スポーツセンターにあります。また、町ホームページでも確認できます。
質問があれば企画財政課企画政策係（☎５２－１１１２）までお問い合わせください。

公共交通に乗ってみよう

６時46分～18時19分にかけて運行。
各ルートによって、運行時刻は様 。々
詳しくは、バス時刻表や近くの停留所の掲
示をご覧ください。

100円～400円
（子どもは半額）

12November 2012



な
く
す
こ
と
は
簡
単
だ
が
、
続
け
る
こ
と
は
難
し
い

この公共交通は、現在のためにある
のではなく、将来のためにあります。
今から公共交通のあり方をみんなで考
えなければなりません。
　せっかく走り出した公共交通も、皆
さんの協力がなければ継続できませ
ん。なくすことは簡単ですが、守り続
けることは本当に難しいと思います。
存続に必要なことは皆さんに乗っても
らうこと。そのためにも、まずは知っ
てもらう必要があります。

自治会の会合でも、ぜひ公共交通の
説明をしていただきたいです。高齢者
が利用するには、乗車をサポートする
人が必要です。

私の親も現在は車を運転できます
が、高齢なので交通事故が心配です。
今後は、公共交通の利用を勧めたいと
思います。もし、同じような立場の方
がいたら、お父さんとお母さんに公
共交通を勧めてあげてください。そし
て、一緒に乗ってあげて乗り心地を確
認してみてください。とても便利です
よ。

お得な回数券を販売中！
1,000円で11枚綴り（1,100円分）
の回数券を、ほほえみタクシーと
愛のり号車内で販売しています。
ぜひ、ご活用ください。

■利用方法

■利用方法

写真のような標柱が設置してあるバス停で、愛
のり号が通過する時刻にお待ちください。車内
には一般の路線バスと同じように、降車ボタンが
設置されています。
降車したい停留所を
通過するまでに運転
手に知らせてくださ
い。なお、自由乗降
区間であれば、バス
停のない場所でも乗
降できます。その際
は、手を上げるなど
して、運転手に知ら
せてください。

1電話予約をしましょう
必ず利用の前日までに予約センターに電話で予
約してください。
予約センター   ５２－７４７４
受付時間：９時～17時（利用日の３日前から受付）

2利用当日
予約した出発時刻に乗車場所でお待ちください。
予約の変更や取り消しをする場合は、２時間前
までに予約センターに連絡してください（変更
できるのは１回限り）。同じ日に往復利用する
場合に限り、復路（帰り）の便は、往路（行き）の
車内または利用する時刻の２時間前までに予約
することができます。

商工会副会長（公共交
通利用促進委員）

大崎基弘さん

MOVE５
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ほほえみ
タクシー

運行

株式会社 中村タクシー

代
表
取
締
役
社
長

 

中
村
捷
也
さ
ん

利
便
性
と
安
全
を
第
一
に
考
え
る

どこの市町も高齢化は進んでいます。
もちろん、上郡町も同じです。今後、ほ
ほえみタクシーは私たちの生活に必要不
可欠なものになるでしょう。

ほほえみタクシーは、愛のり号に比
べ「玄関先まで迎えに来てくれるのであ
りがたい」と高齢者に好評です。遠方の
利用者からは「普通のタクシーより値段
が安くて助かる」と喜んでもらっていま
す。しかし、一方では「帰りの予約が不
便だ」という声が聞かれます。例えば、
ほほえみタクシーで出かけても、病院の
診療が終わる時間が分からないため、帰
りの予約を取りづらいと言われます。そ
の点は、今後の課題であると思います。

現在、ほほえみタクシーの利用者は、
今まで一般タクシーを利用していた方が
多い状況です。タクシーという名前に、
皆さん少し遠慮している雰囲気が感じら
れます。初めての方も、気軽に利用して
ください。これからも、利便性の向上を
考え、安全に運行していきます。

ほほえみタクシー運転手の皆さん

　

町
の
公
共
交
通
は
、
町
と
タ
ク
シ
ー
会
社
、
バ
ス
会
社
の
三

者
が
協
力
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
利
用
者
と
接
す
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま

し
た
。
事
業
者
か
ら
の
目
線
で
、
公
共
交
通
の
必
要
性
と
ま
ち

の
将
来
を
考
え
ま
す
。

人
を
運
ぶ
こ
と
は
心
を
運
ぶ
こ
と

MOVE６

Interview
事業者にインタビュー
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愛のり号
運行

株式会社 ウエスト神姫

業
務
部
長

 

村
上
正
弘
さ
ん

ほほえみ
タクシー

運行

             三浦義交通

代
表

 

三
浦
謹
一
郎
さ
ん

自
家
用
車
か
ら
公
共
交
通
へ
の
転
換
期

交
通
そ
れ
ぞ
れ
が
共
生
す
る
ま
ち
を

自家用車が当たり前の時代なので、ほ
ほえみタクシーの利用者は、まだ少ない
かもしれません。しかし、まずは本当に
このタクシーを必要とする人に喜んでも
らえたらと思います。

車内で「ありがとう。本当に助かる」
という言葉をよくかけられます。ほほえ
みタクシーは、この一年間で利用者の生
活にかかせないものになっています。

玄関先で乗降できるほほえみタク
シー。まちなかを巡回する愛のり号。そ
れに加えて電車や路線バス、一般タク
シー。それぞれの特色を活かし、自分の
生活様式に合わせ利用する“交通の共生
をはかる”ことは未来への展望と課題で
す。

今後、この公共交通はただの移動手段
というだけでなく、町を元気にする一つ
の起爆剤になるかもしれません。なぜな
ら、買い物や旅行に出かけること、つま
り人が動くということは、町に活気をも
たらします。にぎわいづくりのキーポイ
ントになると期待しています。

近年、急増している高齢者の自動車
運転事故を防ぐためにはどうすれば良い
か。答えは、自家用車に頼らない生活へ
の移行です。しかし、そのためには代わ
りとなる足が必要です。

私たちは、高齢者が免許証を返納した
後も以前と変わらない生活を送れるよう
に運行ルートの計画や、安全性と利便性
を高めるための現地調査を行いました。
また、分かりやすいバス時刻表の作成と
掲示にも心がけました。

現代社会は、自分で運転して目的地に
向かうという自家用車中心の社会から公
共交通で移動する社会への転換期を迎え
ているのではないでしょうか。

まず一度、愛のり号に乗車していた
だき、快適で便利な公共交通を体験して
ほしいです。公共交通を使って外出する
ことで気が張り、健康維持につながりま
す。

今後、愛のり号がその名のとおり皆さ
んに愛され、町の交通体系になくてはな
らない存在になってもらいたいと思います。

このまちグルリ　　　　　 
公共交通でつながる輪

特 

集

15 November 2012



目
標
は
収
支
率
30
㌫

当
初
の
計
画
で
は
各
ル
ー
ト

の
収
支
率
を
30
㌫
以
上
に
す
る
こ

と
が
目
標
で
し
た
。
収
支
率
は

ル
ー
ト
ご
と
に
、
運
賃
収
入
÷
運

行
費
用
と
し
て
計
算
し
ま
す
。
現

在
ま
で
の
状
況
を
ま
と
め
て
み
る

と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ほ
ほ
え
み
タ
ク
シ
ー
の
収
支

率
は
▽
楠
ル
ー
ト
、
船
坂
ル
ー
ト

が
28
～
30
㌫
▽
岩
木
ル
ー
ト
が

24
・
９
㌫
▽
梨
ヶ
原
ル
ー
ト
が

21
・
８
㌫
―
と
な
っ
て
い
ま
す
。

愛
の
り
号
の
収
支
率
は
、
ほ
ほ

え
み
タ
ク
シ
ー
ほ
ど
高
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
全
体
の
収
支
率（
６
路

線
合
計
）は
14
・
１
㌫
で
ほ
ほ
え

み
タ
ク
シ
ー
よ
り
低
く
、
収
支
率

が
一
桁
台
の
ル
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
国
光
ル
ー
ト

は
、
運
行
開
始
か
ら
７
月
ま
で
の

収
支
率
が
23
㌫
と
健
闘
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
ほ
ほ
え
み
タ

ク
シ
ー
と
愛
の
り
号
で
収
支
率
が

大
き
く
異
な
る
理
由
の
一
つ
が
、

「
特
性
」の
違
い
に
あ
り
ま
す
。

ほ
ほ
え
み
タ
ク
シ
ー
は
、
予

約
制
な
の
で
、
予
約
が
な
い
便
は

走
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
走
っ

た
分
し
か
費
用
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
愛
の
り
号
は
利
用
者
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
ダ
イ
ヤ
通
り
に

走
り
ま
す
。
た
と
え
、
全
区
間
利

用
者
が
い
な
く
て
も
、
ダ
イ
ヤ
に

定
め
た
便
は
走
る「
義
務
」が
あ
り

ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
愛
の
り
号

を
運
行
す
る
な
ら
、
ど
の
便
も
利

用
者
の
多
い
区
間
を
走
ら
な
い
と

割
に
合
い
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
、

利
用
者
が
い
な
い
便
が
多
い
の
で

あ
れ
ば
、
ほ
ほ
え
み
タ
ク
シ
ー
の

方
が
効
率
的
と
い
え
ま
す
。

２
つ
の
公
共
交
通
を
比
較
す
る

平
成
24
年
７
月
の
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
、
ほ
ほ
え
み
タ
ク
シ
ー

（
運
行
開
始
か
ら
約
１
年
）と
愛

の
り
号（
運
行
開
始
か
ら
約
６
ヵ

月
）の
路
線
別
デ
ー
タ
を
比
較
し

ま
す
。

　

ほ
ほ
え
み
タ
ク
シ
ー
の
利
用

者
数
は
、
各
ル
ー
ト
で
６
～
30

人
。
運
賃
収
入
は
全
ル
ー
ト
合
わ

せ
て
２
万
６
，
１
０
０
円
で
し
た
。

走
っ
た
回
数
し
か
費
用
が
発
生
し

な
い
た
め
、
運
行
費
用
は
11
万
円
。

そ
の
結
果
、
不
足
分
の
８
万
３
，

９
０
０
円
は
町
か
ら
の
補
助
金
で

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
愛
の
り
号
は
１
ヵ
月
で

６
７
０
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
の
乗
客
を
、
ほ
ほ
え
み

タ
ク
シ
ー
で
は
運
べ
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
愛
の
り
号
が

必
要
で
す
。
そ
の
う
ち
５
２
２
人

は
高
田
台
ル
ー
ト
の
利
用
。
高
田

台
ル
ー
ト
は
、
１
日
平
均
25
人
近

い
利
用
が
あ
り
ま
す
。
高
田
台

ル
ー
ト
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
に
ふ
さ
わ
し
い
利
用
が
見
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
月
間
の
利
用
者

数
が
数
人
～
十
数
人
の
ル
ー
ト
も

あ
り
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た
考
え
方

 

「
今
は
宣
伝
期
間
で
あ
り
、
愛
の

り
号
が
走
り
続
け
て
い
る
こ
と
は

無
駄
で
は
な
い
。
ま
ず
は
、
人
の

目
に
つ
く
こ
と
で
存
在
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」

町
連
合
自
治
会
副
会
長
の
保

村
賢
一
さ
ん（
井
上
）は
、
愛
の
り

号
に
つ
い
て
自
身
の
考
え
を
話
し

ま
す
。
保
村
さ
ん
は
、
交
通
会
議

で
も
委
員
を
務
め
、
山
野
里
地
区

の
公
共
交
通
利
用
促
進
委
員
で
も

あ
り
ま
す
。「
半
年
や
一
年
で
答

未
来
へ
の
ま
な
ざ
し
MOVE７

町の公共交通は現在、実証運行中。この乗り物を維持し未来につなぐためには、より
効率的で利便性の高い運行を目指さなければなりません。ここでは、現在の利用状況
をもとに収支率や課題などを検証し、関係者が未来への展望を語ります。

Ｒun  to  the  Ｆuture
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え
は
で
な
い
。
２
、３
年
を
め
ど

に
時
間
を
か
け
て
検
証
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
」と
説
明
し
ま
す
。

梨
ヶ
原
地
区
の
利
用
促
進
委
員

を
務
め
る
出
口
良
一
さ
ん（
梨
ヶ

原
）は
、「
車
に
乗
れ
な
く
な
り
移

動
手
段
が
な
く
な
っ
て
か
ら
慌
て

る
の
で
は
な
く
、
今
か
ら
利
用
し

て
公
共
交
通
を
持
続
さ
せ
よ
う
」

と
呼
び
掛
け
ま
す
。
ま
た
、「
利

用
促
進
委
員
の
立
場
か
ら
見
て
、

高
齢
者
は
体
調
が
変
わ
り
や
す
い

の
で
予
約
を
前
日
ま
で
に
行
う
と

い
う
タ
ク
シ
ー
の
制
度
が
ネ
ッ
ク

で
あ
る
。
愛
の
り
号
は
、
電
車
や

圏
域
バ
ス
の
発
車
時
刻
に
合
わ
せ

た
運
行
時
刻
・
ル
ー
ト
の
改
善
が

必
要
」と
二
人
は
声
を
揃
え
ま
す
。

町
で
は
利
用
状
況
な
ど
を
参

考
に
、
地
域
住
民
と
今
後
の
公
共

交
通
の
方
向
性
に
つ
い
て
話
し
合

う
地
区
懇
談
会
を
12
月
ま
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
意
見
も
取

り
入
れ
、
運
行
を
見
直
し
て
い
き

ま
す
。

計
画
書
に
記
さ
れ
た
収
支
率

30
㌫
は
ル
ー
ル
で
す
。
こ
れ
を
守

る
こ
と
は
一
つ
の
大
き
な
目
標
で

あ
り
、
私
た
ち
が
公
共
交
通
を
運

営
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
目
安

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
ど
う
い
う

交
通
手
段
が
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い

の
か
、
あ
る
い
は
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、
ど
ん
な
方
法
が
あ
る

の
か
が
重
要
な
検
討
テ
ー
マ
に
な

り
ま
す
。

公
共
交
通
が
も
た
ら
す
も
の

 

「
こ
の
公
共
交
通
は
実
証
運
行
中

で
あ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
２
年
後
に
な
く
な

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
運
行

本
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

公
共
交
通
を
守
り
育
て
る
の
は
、

あ
な
た
で
す
。
地
域
で
協
力
す
る

意
識
を
持
っ
て
ほ
し
い
」と
保
村

さ
ん
と
出
口
さ
ん
は
力
を
込
め
ま
す
。

将
来
こ
の
町
が
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
だ
れ
に
も
分
か
り
ま

せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
自
家
用
車
中

心
の
社
会
の
ま
ま
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
未
来
を
変
え
る
の

は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
思
い
で

す
。公

共
交
通
は
、
目
的
地
に
行
く

た
め
の
移
動
手
段
と
し
て
だ
け
で

は
な
く〝
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
装

置
〟と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
し

ま
す
。
人
と
人
を
つ
な
げ
、
地
域

を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
自

分
た
ち
が
考
え
意
見
し
て
、
地
域

で
交
通
体
系
を
つ
く
る
こ
と
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
一
つ
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

―
の
ど
か
な
秋
の
風
景
を
横
目
に
、

今
日
も
ほ
ほ
え
み
タ
ク
シ
ー
と
愛

の
り
号
は
町
内
を
巡
り
ま
す
。

皆
さ
ん
を
乗
せ
て
。
こ
の
ま
ち
を

グ
ル
リ
と
…
。

谷
本
圭
志
さ
ん

鳥
取
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
教
授

考  

察

特  

集

このまちグルリ

公共交通でつながる輪

終
わ
り

まちをつくるのは私たちの思い

Consider

1971年北海道生まれ。国土交通省
や鳥取県、兵庫県の自治体を中心
に委員を多数歴任。上郡町では交
通会議の委員を務める。

出口良一さん 保村賢一さん

高齢化に対応するために
移動手段だけを確保すれ
ばいいわけではありませ
ん。移動だけではなく生活
を支援する視点が必要で
す。将来は公共交通のよう
な外出支援のサービスに
加え、訪問型のサービスが
望まれる可能性が高いと
思われます。今後は、持続
可能な公共交通の姿を模
索しつつ、訪問型のサービ
スとも連携した地域社会の
仕組みを考えていくことが
必要になるでしょう。
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円心くんの

まちの話題

10月27日、播磨科学公園都市の芝生広場で「西播磨
オータムフェスタin光都2012」が開催されました。会場
には能舞台が特設され、ステージ上で高田陽光保育園と
かみごおり円心太鼓が和太鼓を演奏。また、県内の団体
が狂言や獅子舞などを披露し、イベントを盛り上げてい
ました。
ご当地グルメが楽しめる「うまいもの市」や、西播磨

の旬な野菜が並ぶ「収穫祭・販売コーナー」もあり、家
族連れらでにぎわっていました。

集落の田畑を町外の方に貸し出すオーナー制度を実施
している船坂地区行頭で、10月21日、収穫祭が開かれま
した。米づくりオーナーや地元の方、工藤町長ら関係者
など、あわせて約70人が参加。
会場の延野公民館では、上郡高校吹奏楽部による演奏

や、杵と臼を使った餅つきなどがあり、なごやかな雰囲
気の中、収穫を喜びました。新米のおにぎりを口いっぱ
いにほおばった参加者は「自分たちが育てたお米だから
とてもおいしい」と絶賛していました。

様々な体験を通して地域とふれあうことを目的に活動
を行っている「山野里なんでも体験隊」の児童28人が、
10月20日、山野里大酒公民館近くの田畑で稲刈りとサツ
マイモ掘りに挑戦しました。
鎌を片手に稲を刈り、ザッザッと歯切れの良い音を

たてる児童たち。１時間ほど作業し「つかれたけど楽し
かった」と充実した表情をみせていました。また、隣の
畑ではたくさんのサツマイモを収穫。「お家で大学芋を
作ってもらおう」と声を弾ませていました。

西播磨に多く存在する歴史資源を活用し、地域の活性
化につなげようと、10月18日、歴史再発見フォーラムが
先端科学技術支援センターで開かれました。講師の中元
孝迪さん（兵庫県立大学特任教授）は赤松円心や大鳥圭介
について、エピソードを交えながら講演。英知と反骨精
神で新しい時代を切り開いた“武

もののふ

士のこころ”を来場者
に伝えました。　
町内からは歴史研究家・猪尾守之さんがパネリストと

して参加。「圭介塾」の活動などを紹介しました。

↓約300人が中元さん（写真右）の講演に耳を傾けました

↑つきたてのお餅を丸める地元の方と上郡高校の生徒

↑元気いっぱいに演奏する陽光保育園の園児たち

↓サツマイモを掘り出し喜ぶ児童たち西播磨オータムフェスタ
統芸能などで秋の一日を満喫伝

行頭で収穫祭
作に感謝し、大いに喜ぶ豊

山野里なんでも体験隊
刈りとサツマイモ掘りに挑戦稲

西播磨歴史再発見フォーラム
士のこころ息づく西播磨武
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■対象児童　小学校に通学する児童で、保護者が仕
　　　　　　事や病気・介護などの理由で、授業終
　　　　　　了後の家庭において保育を受けられな
　　　　　　い児童（原則として小学１～３年生）
■保育場所　児童が通学している小学校内や近隣の
　　　　　　施設
■定員　　　上郡・山野里・高田学童クラブ各35人
　　　　　　ずつ
　　　　　　※入会者が10人に満たない場合は開設
　　　　　　　することができません。
■開会時間　授業日：18時まで
　　　　　　長期休業中など：８時15分〜18時
■保育料　　１人月額 6,000円
　　　　　　（７月8,000 円、８月12,000円）

留守家庭児童が指導員とともに宿題や遊び・運動
などをしながら、放課後の時間を過ごすところが学
童クラブです。　

休会日・費用などの詳細は、「入会募集案内」を
ご覧ください。

生涯学習支援センター ５２ − １１２５

①学童クラブ入会申請書
②放課後に児童の保育ができ　
ないことを証明するもの　　
（就労証明書など）

11月30日（金）～12月14日（金）

・生涯学習支援センター
・各学童クラブ

所属する学校の担任の先生

必要な書類

平成25年度
入会受付期間

申請書などの
設置場所

申請書提出先

入会申請要領

学 童 ク ラ ブ っ て … ？

問学校教育課 給食係
５２－２９１１

■建設場所　竹万2318番地
■面　　積　3418㎡
■用途地域　準工業地域
■構造規模　鉄骨造、１階建て
■床  面  積　1,027.25㎡
■調理能力　約1,000食／日
■厨　　房　ドライシステム、
　　　　　　電気・ガス併用
■完成予定　平成25年８月末

上郡町学校給食センターの完成予想図

　町では、教育委員、代表学校園長、保護者の代表、管理栄養士による「上郡町学校給食運営委員会」を
平成24年６月に組織し、学校給食の運営に関する具体的な検討を進めています。
　また、建設する「上郡町学校給食センター」の施設概要をお知らせします。

ワクワクす
る放課後！ワクワクす
る放課後！

学童クラブに入会しよう！学童クラブに入会しよう！

学校給食の実施に向けて
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問保険課 国保年金係 ５２−１１５２

12月１日、国民健康保険証が更新されます。
新しい保険証は11月17日（土）～18日（日）に、自
宅に簡易書留郵便でお届けします。不在の場合
は「不在配達通知書」が投函されますので、郵
便局に連絡し再配達日を指定してください。な
お、11月27日（火）以降は保険課国保年金係に
連絡してください。
新しい保険証が届いたら、国保加入者全員の
保険証が入っていることを確認してください。
現在お持ちの保険証は役場に返却するか、各自
で確実に裁断処分をお願いします。
75歳以上（後期高齢者医療制度）の方は毎年

８月の更新ですので、今回は関係ありません。

今年度の保険証の色は空色

　国民健康保険税滞納世帯には、保
険証は郵送しません。保険課に来て
いただき、滞納の理由などをお聞き
したうえでの更新となります。

注 　意

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年

の
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し

た
保
険
料
が
対
象
で
、
こ
の
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
平
成
24
年
１
月
１
日
〜
9

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
方
に
は「
社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
、
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
に
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書（
ま
た
は
領

収
証
書
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
1
日
〜
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
方
に
は
、
平
成
25
年
２
月
上
旬
に

控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場

合
も
、
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
３
月
15

　

日
ま
で
）
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１

　

１
７
※
０
５
０
ま
た
は
０
７
０
か
ら

　

始
ま
る
電
話
の
場
合

０
３
・
６
７
０

　

０
・
１
１
３
０

　

姫
路
年
金
事
務
所

　

０
７
９
・
２
２
４
・
６
３
８
２

　

姫
路
年
金
事
務
所
職
員
に
よ
る
出
張

年
金
相
談
を
行
い
ま
す
。
年
金
に
つ
い

て
疑
問
が
あ
る
方
や
各
種
届
書
を
提
出

し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時
12
月
13
日（
木
）10
時
30
分～

15
時
30
分

場
所
役
場
第
２
庁
舎 

２
階
大
会
議
室

問
保
険
課 

国
保
年
金
係５

２・１
１
５
２

年
金
相
談
の
開
催

社
会
保
険
料
の
控
除
に
は

控
除
証
明
書
が
必
要
で
す

年金の
ハナシ

国民健康保険証の更新
12月１日からは新しい保険証
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Information
年間500円で
加入できます

　11月25日（日）～12月１日（土）は「犯罪被害者週
間」です。この週間は犯罪被害者に対する地域の
方の理解と配慮、それに基づく協力を確保するた
め、啓発事業を集中的に実施することを目的とし
ています。
　社会全体で被害者を支援しましょう。

1月～９月末までの町内人身交通事故発生状況
交番（駐在）別 人身事故 死　者 傷　者 物損事故
上郡橋 ９ ０ 11 36
上郡駅前 18 ０ 21 107
中　野 10 ０ 15 58
梨ヶ原 ２ ０ ３ 20
八　保 ２ ０ ２ 15
赤　松 ４ ０ ５ 20
野　桑 ２ ０ ２ 16

播磨科学公園都市 １ ０ １ 23
合　計 48 ０ 60 295

　

交
通
災
害
共
済
制
度
は
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
方
の
経
済
的
被
害
を
少
し
で
も

軽
減
す
る
た
め
、
少
な
い
掛
け
金
で
共
済
見
舞
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
１
人

年
額
５
０
０
円
の
掛
金
で
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
際
に
入
院
日
数
や
通
院
日
数
に

よ
っ
て
３
万
円
～
80
万
円
ま
で
の
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。　
　

　

万
一
の
た
め
、
家
族
み
ん
な
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

■
加
入
資
格

①
上
郡
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
方

②
町
内
に
勤
務
ま
た
は
在
学
さ
れ
て
い
る

方
■
共
済
掛
金

年
額
１
人 

５
０
０
円

※
初
年
度
の
み
現
金
で
お
支
払
い
い
た
だ

き
、
継
続
更
新
を
行
え
ば
次
年
度
か
ら

は
口
座
自
動
引
落
し
に
な
り
ま
す
。

■
共
済
期
間

①
平
成
25
年
４
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月

31
日

②
４
月
１
日
以
降
に
加
入
さ
れ
た
方
は
、

申
込
日
の
翌
日
か
ら
適
用

■
見
舞
金（
例
）

５
０
０
円
の
共
済
掛
金
で
、

・
通
院
３
日
以
上
の
傷
害
・・・
３
万
円

・
通
院
７
日
以
上
の
傷
害
・・・
４
万
円

  

の
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
平
成
24
年
度
分
か
ら
加
入
さ
れ
て
い
る

方
に
は
、
継
続
更
新
の
有
無
に
つ
い

て
案
内
が
届
き
ま
す
の
で
、
新
た
な

申
し
込
み
は
不
要
で
す（
口
座
情
報
な

ど
に
変
更
が
あ
る
場
合
の
み
ご
連
絡

く
だ
さ
い
）。

　

加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
民
課
に

申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課 

生
活
消
防
係

５
２・１
１
１
５

ひょうご被害者支援センターは、犯罪被害者を
支援するための専門的な知識を有する弁護士や大学
教授、臨床心理士などで構成されています。警察と
の緊密な連携のもと、電話相談や面接相談、付添い
支援や裁判の代理傍聴など被害者のニーズに応じた
支援活動を行うことができる団体です。

電話相談 ０７８−３６７−７８３３
火・水・金・土曜日（祝日を除く）
10時～16時

面接相談
■弁護士による法律相談
　第２・４金曜日（13時～16時）
■臨床心理士によるカウンセリング
　随時
※面接相談は予約が必要です。

相談は無料

交
通
災
害
共
済
の
加
入
者
募
集

犯罪被害者週間

一人で悩まず相談を！ 22-0110

こうへいくん
兵庫県警シンボルマスコット
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　11月１日より４種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風・ポリオ）予防接種が導入されました。
３種混合予防接種とポリオ予防接種のどちらかを接種されていない方は、４種混合ワクチンを接種
してください。今までに３種混合予防接種・ポリオ予防接種を受けている方は、３種混合ワクチ
ン・単独の不活化ポリオワクチンの接種を受けてください。　　  問保健センター ５２−２１８８

4 種混合予防接種が始まりました

忘れずに接種してください

■対象者　生後３ヵ月～90ヵ月（７歳６ヵ月）の乳幼児
■標準的な接種年齢
　１期初回接種：生後３ヵ月～12ヵ月に達するまでの間
　１期追加接種：１期初回接種終了後12ヵ月～18ヵ月に達するまでの間
■接種方法
　１期初回接種：１回0．5mlを20日～56日までの間隔をおいて３回皮下に接種
　１期追加接種：初回接種終了後６ヵ月以上の間隔をおいて、0．5mlを１回皮下に接種
■接種可能な医療機関　

河原クリニック（事
大岩診療所・黒田
・半田産婦人科医

４
種
混
合
予
防
接
種

たばこの火を
　兵庫県では県民の健康な生
25年４月１日より施行します（
　受動喫煙とは、他人のたば
て直接吸い込む「主流煙」よ
質を含んでおり、周囲の人の

問兵

対　象　施　設

幼稚園、小・中・高等学校

病院・診療所、官公庁の庁

大学、薬局、劇場、映画館

公共交通機関、社会福祉
販売業店舗、金融機関、
飲食店、理容所・美容所な

お知らせ　単独の不活化ポ
前に電話確認してください）・三浦医院（予約不要）
内科クリニック・光都プラザクリニック・菅原病院
院・森医院（３日前までに予約が必要）

つける前に確認を
活を維持するため、「受動喫煙の防止等に関する条例」を制定し、平成
公共交通機関、宿泊施設、飲食店などは平成26年４月１日施行）。

この煙を吸わされることをいいます。たばこの煙はフィルターを通し
りも、火のついた部分から立ちのぼる「副流煙」の方が多くの有害物
健康に悪影響を及ぼします。喫煙禁止区域は次のとおりです。

庫県赤穂健康福祉事務所 ４３−２３２１

受動喫煙を防止する条例が施行されます

喫煙できない場所

、保育所 建物内全域、敷地内全域

舎など 建物内全域

など 建物内の公共的空間
※当分の間、区域分煙措置を認めています。公共的
空間が 100 平方㍍以下の宿泊施設、飲食店、理
容所・美容所は、区域分煙措置・時間分煙措置の
ほか、喫煙可である表示を行うことにより、公共
的空間で喫煙可とすることを認めています。

施設、物品
宿泊施設、
ど

リオワクチンの４回目（追加）接種も、定期予防接種になりました。

22November 2012

koho
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Information

災害に備え、防災訓練を実施します。
“まさか” ではなく “もしも”

町と上郡地区連合自治会では、風水害による
千種川の氾濫を想定した住民の避難訓練を実施し
ます。訓練の実施にあたり、上郡地区内の「屋外
拡声器」および「ひょうご防災ネット」（携帯電話
のメール）、「えんしんネット」で避難勧告の放送
などを行います。

訓練のために放送を行いますが、ご理解とご
協力をお願いします。

■日時　11月24日（土）13時～
■情報発信時間　13時…避難準備情報
　　　　　　　　13時10分…避難勧告
■対象地区   上郡地区　
■放送媒体　上郡地区内の屋外拡声器、ひょうご

防災ネット、町ホームページ、えんしんネット
■内容　千種川の氾濫を想定した上郡地区の避難

訓練およびワークショップ

Ｊアラートを使用した緊急地震速報の訓練が
全国一斉に実施され、町内の屋外拡声器からも訓
練放送が流れます。平日の訓練でご迷惑をおかけ
しますが、ご理解とご協力をお願いします。

■日時　12月３日（月）10時15分
※気象・地震活動の状況などによっては訓練を中

止する場合があります。
■対象　町内すべての屋外拡声器（100ヵ所）と公

共施設内の告知端末
※自治会で各家庭に告知端末を設置している場合

は、その端末も対象です。
■内容　屋外拡声器から警告音が鳴り「大地震で

す。大地震です」と放送されます。

問総務課 総務防災係 ５２−１１１１

教
育
委
員
に
就
任

新
た
に

上郡町・上郡 地区
連合自治会 合同防災訓練

Ｊアラートの
緊急地震 速報訓練

役場裏に設置

されている

屋外拡声器

上郡町農業委員会委員選挙のお知らせ
平成25年１月22日任期満了による上郡町農業委員会

委員選挙を、下記の日程で予定しています。
■選挙期日　平成25年１月20日（日）
■告示日　平成25年１月15日（火）
■定　数　10人

立候補予定者説明会
■日　時　12月14日（金）10時～　
■場　所　役場第２庁舎 大会議室

問上郡町選挙管理委員会 ５２－１１１１

大澤直子さん（岩木）

10月18日就任　任期４年
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上郡町の偉人　大鳥圭介

上
郡
町
の
偉
人

第
二
十
二
回

著
者 

中
川
由
香

「
真し
ん

摯し

の
人
」

大
鳥
圭
介

明
治
十
五
年
、
圭
介
は
殖
産
興
業
の
第
一
線
で
あ
る
工
部

省
の
役
を
終
え
、立
法
諮し

問も
ん

機
関
の
元
老
院
の
議
員
と
な
る
。

そ
し
て
明
治
十
八
年
内
閣
制
度
発
足
。
こ
れ
に
伴
い
、
近
代

化
の
キ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
役
を
担
っ
た
工
部
省
は
発
展
的
に
解

体
さ
れ
、
農
商
務
省
、
逓て
い

信し
ん

省し
ょ
う

等
に
職
務
を
継
承
、
工
部
大

学
校
は
東
京
大
学
に
移
管
さ
れ
た
。
日
本
の
近
代
産
業
は
、

黎れ
い

明め
い

期
か
ら
発
展
維
持
期
の
体
制
に
移
っ
た
。
圭
介
は
、
工

部
大
学
校
や
留
学
先
で
最
先
端
の
科
学
技
術
を
身
に
付
け
た

若
者
た
ち
に
産
業
発
展
の
道
を
託
し
、
自
ら
は
立
法
と
教
育

に
身
を
投
じ
た
。
明
治
十
九
年
に
学
習
院
学
長
を
兼
務
し
、

さ
ら
に
翌
二
十
年
に
華
族
女
学
校
校
長
を
兼
ね
た
。

学
習
院
は
、
明
治
十
年
創
設
の
華
族
子
女
教
育
機
関
で
あ

る
。
圭
介
の
第
三
代
目
学
長
と
し
て
の
就
任
前
に
、
校
舎
が

火
事
で
焼
失
し
て
い
た
。
圭
介
は
工
部
大
学
校
跡
地
へ
校
舎

を
移
転
し
環
境
を
整
え
た
。
ま
た
、
神
戸
出
身
の
柔
道
家
、

二
十
七
歳
の
嘉か

納の
う

治じ

五ご

郎ろ
う

の
才
を
見
出
し
、
教
授
兼
教
頭
と

し
て
抜ば
っ

擢て
き

し
た
。
嘉
納
は
講
道
館
柔
道
を
広
め
、
文
部
省
参

事
官
と
し
て
師
範
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
教
育
に
尽
力

し
た
。
な
お
、
講
道
館
の
門
人
と
し
て
、
日
露
戦
争
指
揮
官

の
広
瀬
武
夫
と
圭
介
三
男
の
六
三
が
交
流
し
て
い
る
。

学
習
院
教
師
に
、
女
子
教
育
の
先
駆
者
、
津
田
梅
子
が
い

た
。梅
子
は
明
治
四
年
か
ら
十
五
年
ま
で
米
国
に
留
学
し
た
。

梅
子
は
圭
介
を
「
英
語
は
完
全
に
理
解
し
、
視
察
さ
れ
る
と

大
変
緊
張
し
た
。
経
験
豊
か
で
大
変
有
能
な
経
営
者
、
万
事

に
指
導
力
を
発
揮
し
、
万
事
に
配
慮
す
る
方
で
し
た
」
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
梅
子
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
た

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ン
メ
ン
は"H

e is greatly respected 

for his talents and character" （
大
鳥
は
天
賦
の
才
と
品

性
で
非
常
に
尊
敬
さ
れ
た
）
と
記
し
た
。

圭
介
も
「
婦
人
は
国
家
の
礎
い
し
ず
え、
婦
人
の
善
悪
は
た
だ
一
身

の
禍か

福ふ
く

の
み
な
ら
ず
子
々
孫
々
に
利
害
を
及
ぼ
す
」
と
し
て

女
子
教
育
に
力
を
入
れ
た
。
工
部
大
学
校
併
設
の
美
術
学
校

に
、
女
子
学
生
が
入
学
し
た
の
は
画
期
的
だ
っ
た
。「
女
子
教

育
主
義
」（
女
学
雑
誌
）「
婦
人
の
務
め
」（
小
林
文
子
「
理
想
の

夫
人
」
収
録
）等
、
数
々
の
論
考
を
雑
誌
や
演
説
で
発
表
し

た
。
教
育
論
も
「
少
年
の
読
書
に
関
す
る
意
見
」（
雑
誌
「
今

世
少
年
」）、「
家
庭
教
訓
の
演
説
」（
雑
誌
「
教
育
新
誌
」）等
で

「
英
雄
を
造
り
豪
傑
を
造
る
な
ど
大
な
る
過
ち
。
善
人
を
造

り
大
人
を
造
ら
ん
と
心
掛
け
よ
。
寛か
ん

仁じ
ん

大た
い

度ど

の
人
を
造
る
の

が
大
切
」
と
解
い
た
。「
溺
愛
は
大
敵
。
千
金
の
子
に
偉
人
無

し
」「
読
書
は
教
育
の
一
だ
が
大
本
で
は
な
い
、
朝
夕
親
か
ら

の
訓
示
啓
蒙
が
必
要
」
な
ど
と
し
、
こ
れ
を
担
う
の
が
婦
人

で
あ
る
と
説
い
た
。
現
代
に
普
遍
な
教
育
論
で
あ
る
。

明
治
二
十
二
年
、
五
十
七
歳
の
圭
介
に
転
機
が
訪
れ
る
。

外
交
官
、
し
か
も
大
臣
格
に
匹
敵
す
る
清
国
駐
在
特
命
全
権

公
使
へ
の
任
命
だ
。
勅
任
一
等
、
公
職
官
位
で
最
高
位
で
あ

る
。
伊
藤
博
文
や
榎
本
武
揚
の
推
薦
に
よ
る
任
命
だ
が
、
圭

介
は
産
業
・
教
育
畑
を
歩
み
、
外
交
キ
ャ
リ
ア
は
無
い
。
唐

突
な
感
が
あ
る
が
、
す
で
に
圭
介
は
、
東
ア
ジ
ア
の
文
化
、

歴
史
、
地
理
、
商
習
慣
、
農
業
等
多
分
野
を
紹
介
す
る
公
演

や
論
述
を
行
い
豊
富
な
知
見
を
有
し
て
い
た
。
公
使
赴
任
前

も
「
清
国
五
人
種
」「
支
那
東
北
諸
国
沿
革
考
」
等
学
士
会

員
で
発
表
し
、
本
邦
の
清
国
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
。

更
に
明
治
二
十
六
年
に
は
朝
鮮
公
使
を
兼
任
し
た
。
圭
介

は
工
部
省
時
代
に
朝
鮮
か
ら
日
本
に
視
察
来
日
し
た
洪ホ
ン
・
英ヨ
ン

植シ
ク

、金キ
ム
・
弘ホ
ン

集ジ
プ

、魚オ
・
允ユ
ン

中ジ
ュ
ンら
に
面
会
、時
に
自
宅
に
招
き
談
じ
た
。

彼
ら
は
日
本
の
文
明
開
化
を
倣な
ら

う
べ
し
と
、
行
政
機
関
、
銀

行
、
工
場
、
鉄
道
な
ど
を
調
査
す
る
日
本
視
察
団
と
し
て
派

遣
さ
れ
た
。
洪
英
植
は
、
郵
政
局
総
監
と
し
て
近
代
郵
便
創

を
進
め
、
清
国
宗
主
関
係
を
断
ち
国
内
の
守
旧
派
排
除
を
試

み
た
。
金
弘
集
は
日
清
戦
争
へ
繋
が
る
ク
ー
デ
タ
ー
、
甲
申

政
変
を
収
束
、
総
理
大
臣
と
し
て
甲
午
改
革
を
断
行
し
た
人

物
、
魚
允
中
は
そ
の
閣
僚
だ
。
圭
介
は
吉
田
清
成
へ
の
手
紙

で
述
べ
る
。「
今
、
か
の
国
の
指
導
者
の
方
々
を
導
き
政
を

改
良
す
る
為
に
は
、
政
略
だ
け
で
は
な
く
、
誠
意
誠
心
が
必

要
。
工
業
や
農
業
の
技
術
を
教
え
心
情
か
ら
変
え
て
い
く
事

が
実
に
大
切
。
こ
の
分
野
で
私
は
他
人
に
譲
ら
な
い
と
、
例

の
天
狗
心
を
発
し
て
い
ま
す
」
こ
の
時
圭
介
に
、
日
本
の
殖

産
興
業
で
得
た
農
業
、
工
業
技
術
を
朝
鮮
に
移
転
し
、
朝
鮮

の
改
革
、近
代
化
に
身
を
投
じ
よ
う
と
し
た
意
思
が
あ
っ
た
。

当
時
朝
鮮
は
政
治
腐
敗
、イ
ン
フ
ラ
の
不
備
と
貧
困
に
喘
ぎ
、

亡
国
必
至
と
言
わ
れ
た
。圭
介
は
、日
本
の
技
術
経
験
を
以
っ

て
隣
国
の
国
づ
く
り
を
支
援
す
る
視
点
を
有
し
た
。
政
府
開

発
援
助
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
先
駆
者
的
視
点
と
い
え
る
。

し
か
し
こ
こ
で
、
朝
鮮
の
独
立
を
求
め
る
日
本
と
、
朝
鮮

宗
主
国
の
清
と
の
関
係
が
悪
化
。時
は
混
迷
を
深
め
て
い
く
。
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　終戦後は柴田工業株式会社と改称し、発動機や動
力耕耘機などの生産・販売を手がけましたが、次第
に大手農機具メーカーの進出に押されるようになり
ました。そのため下請工場に経営方針を変え、水稲
の直

じか

播
まき

機の開発と販売を行いながら、昭和44年の記
録では町内企業最多の従業員168人を抱え、昭和の
末頃まで操業していました。

上郡町史の
舞台をめぐる

『上郡町史』の舞台となった町内ゆかりの地を紹介します

その8　柴田工業の「昭和」

↑除草器（柴田工業製作・郷土資料館展示）

江戸時代以降、農作業の効率化を目指し、全国
で様々な農機具が生産されるようになりまし

た。上郡町では、柴田三
み

代
よ

治
じ

氏らによって株式会社
柴田商会が設立され、除草器や足踏脱

だっ

穀
こく

機を中心と
した農機具を生産。「柴田（シバタ）式」と名付け販売
するようになりました。
　創業者の柴田氏は、明治25年、上郡村上郡に生ま
れました。薪炭商・代書業を営むかたわら農具の考
案・研究を志し、中耕除草器を発明。後に除草器と
いえば「シバタ式」と言われるまで全国の農家に愛
用されました。
　大正５年には農業用具製造販売店を創立。農機具
の生産・販売に専念するようになりました。昭和４
年、経営基盤の強化を図り、個人商店「柴田農機具
店」から株式会社「柴田商会」の設立へと組織を変
えました。戦時中は統制経済下での資材・労働力不
足の中、除草器や脱穀機などの生産を続け、苦況を
乗り越えました。

『上郡町史』全４巻（一冊 5,000 円）を発売中です。
第一・二巻が本文編、第三・四巻が史料編です。 問 社会教育課 文化財係 ５２-２９１２

　食育への関心や実践力を高めることを目的に
保健センターで「心のこもったお弁当」作品を
募集したところ、51点の応募がありました。そ
の中から優秀作品に選ばれた４人を紹介します

（敬称略）。
◇入賞者◇

■町長賞　藤本真生、幸希（山野里小６年・１年）
■教育長賞　長井明日香（高田小５年）
■健康福祉課長賞　葛木暖

の

乃
の

（山野里小１年）
■上郡町いずみ会長賞　北川剛士（上郡中３年）

問保健センター ５２-２１８８

　高田地区奥にある町営墓園 「上郡霊苑」の
使用者を募集しています。町外の方も利用でき
ます。
■申込方法
　住民課にある「墓園使用許可申請書」を必
要事項を記入のうえ、提出してください。
■募集区画
　Aタイプ（1.5m×1.5m＝2.25㎡）
　Bタイプ（2.0m×2.0m＝4.00㎡）
　Cタイプ（2.5m×2.5m＝6.25㎡）
■価格

問住民課 環境衛生係 ５２-１１１５

感謝のお弁当コンテスト
入賞者を発表

上郡霊苑の使用者募集

↓
町
長
賞
・
藤
本
さ
ん
の
作
品

タイプ 永代使用料 管理料（年額）
Aタイプ ２２５,０００円 ３,８２５円
Bタイプ ４００,０００円 ６,８００円
Cタイプ ６２５,０００円 １０,６２５円

備　考 永代使用料・管理料は定められた期日内に納めてください。
また、管理料は５年分を前納してください。

 ※ 町外の方は、永代使用料が５割増となります。
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KAMIGORI INFORMATION & NEWS
まちのお知らせと情報
インフォメーション＆ニュース

商工会が自主防犯
パトロールを実施

かにカニ
日帰りエクスプレス

約２万球の電球が
駅前を彩る

高齢者の安全な交通
環境の実現に向けて

商工会が安心・安全のまちづくりを目
指し、10 月から自主防犯パトロール

を開始しました。　
　同パトロールは、毎週火曜日の 16 時ごろ
から、青色回転灯をつけた車両で町内を順
次巡回します。パトロール者は商工会役員
が中心で、原則として３人。
　10 月９日、商工会館前で出発式を行い、
小河清之商工会会長が、「地域の安全を守っ
ていき
た い 」
と力強
く宣言
してい
ました。

町観光協会では、上郡駅前を鮮やかに
彩る駅前イルミネーションを今年も

開催します。約 2 万球の電球が年末年始の
帰省客などを出迎えます。いつもとは違う、
幻想的な光に包まれた駅前をお楽しみくだ
さい。
点灯イベント
■日時　12月15日（土）15時～18時
■場所　観光案内所
■内容　ステージ、模擬店など
　点灯（17時30分～）
　☆イベント出演団体募集中！詳細は町

ホームページまたは、産業振興課にある
募集チラシをご覧ください。
駅前イルミネーション期間
■点灯期間　12月15日（土）～1月4日（金）
■点灯時間　18時～21時30分

かにカニ日帰りエクスプレスは、手ご
ろな価格でカニ料理と温泉が満喫で

きるＪＲの日帰り旅行プランです。ＪＲ
上郡駅から電車に
乗って、山陰方面
や城崎温泉・天橋
立 方 面 の 旅 館 で
ゆっくりとくつろ
いでみませんか。
　詳しくは、ＪＲ上郡駅にあるパンフレッ
トをご覧ください。
■申込方法　 0088―24―8383またはＪＲ上

郡駅みどりの窓口で申し込んでください。
■実施期間　３月21日（木）まで
　※12月30日（日）～１月４日（金）を除く。
■発売期間　３月18日（月）まで

町内における交通事故死傷者のうち高
齢者が占める割合が高いので、危険

箇所を点検し交通事故を防ごうと、10 月
22 日、「交通安全総点検」が行われました。
　相生警察署、交通安全協会、道路管理者、
地元住民が参加し、山野里地区の踏み切り
や交差点を点検。高齢者に配慮した交通環
境を目指し、一時停止線の位置や歩道の整
備について検討しました。

↓
あ
い
さ
つ
を
す
る
小
河
会
長（
右
）

↓
点
検
箇
所
の
改
善
に
つ
い
て

　
検
討
す
る
参
加
者

ニュース

お知らせ

イベント

ニュース

安心・安全のまちづくり

ＪＲ上郡駅利用促進協議会より

駅前イルミネーション

交通安全総点検を実施

商工会 ５２－３７１０

産業振興課 商工観光係 ５２−１１１６

産業振興課 商工観光係 ５２−１１１６

住民課 生活消防係 ５２−１１１５
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地域公開講座を
実施します

コミュニティチャンネルが
12chでも視聴できます

町内３団体と２人が
表彰を受けました

人権について
一緒に考えてみよう

11月 1 日より、11ch で放送している
姫路ケーブルテレビのコミュニティ

チャンネルの 1 つが 12ch でも放送されて
います。12ch では、西播磨の秋祭りや高校
野球の県大会、郡市区対抗駅伝大会などを
ハイビジョンで視聴できます。なお、視聴
にはチャンネルの再設定※が必要です。
■11月以降のコミュニティチャンネル
11ch	 111ch　えんしんネット
	 112ch　ウインクひめじチャンネル
	 113ch　ウインク特設チャンネル
12ch	 121ch　ウインク特設チャンネル
※チャンネルの再設定の方法は、テレビの

取扱い説明書をご覧になるか、テレビを
購入された販売店にお問い合わせくださ
い。

西播磨高齢者文化大学大学院の公開講座
を実施します。講師は、長年にわたり

宮大工として文化財建造物の修繕に携わっ
てきた神田定秀さんです。伝統建築を取り
巻く現状と、後継者を育てるといった観点
をテーマに講演を行います。
■日時　11月22日（木）10時～11時30分
■場所　西播磨文化会館講堂
■参加費　無料（要申し込み、先着100人）
■講師　神田定秀さん
　（宮大工・播磨社寺工務店代表取締役）

町内の老人クラブの皆さんが、このほ
ど、活動が優秀であるとして全国老

人クラブ連合会会長表彰などを受賞しまし
た。受賞団体などは次のとおりです。
■全国老人クラブ連合会会長表彰 ▽山野里
高年クラブ高嶺会（西田秀春会長）■兵庫
県知事表彰 ▽ 野村博也さん ▽ 旭岩千歳会

（宮本政雄会長）■県老人クラブ連合会会
長表彰 ▽山本清美さん ▽駒山クラブ（由田
五千雄会長）

平成 24 年度上郡町人権のつどいを開催
します。人

権作品の表彰や
最優秀作文の朗
読、ぬくもりの
あるコンサートな
どを行います。

■日時　12月９日（日）13時30分～
■場所　生涯学習支援センター
■内容　ソプラノ歌手・江唐澄江さんによる

ウエルカムステージ／人権作品表彰式／最
優秀人権作文朗読／ハートウォームステージ

（シンガーソングライター・石田裕之さんによ
るコンサート）

↓
写
真
左
か
ら
山
本
さ
ん
、
由

田
さ
ん
、
西
田
さ
ん
、
野
村

さ
ん
、
宮
本
さ
ん

↓
神
田
さ
ん
が
修
繕
し
た

　
篠
山
城
跡
大
書
院 

お知らせ

お知らせ

ニュース

お知らせ

西播磨県民局だより

ハイビジョンでご覧ください

全国老人クラブ連合会会長表彰など

平成24年度上郡町人権のつどい

西播磨文化会館 0791－75－3663

姫路ケーブルテレビ 079－284－5511

健康福祉課 福祉係 ５２－１１１４

社会教育課 人権教育係 ５２−２９１２

27 November 2012



軍
人
の
如
楓 

文
人
の
如
楓

 

上
郡
町
郷
土
資
料
館

赤
猫
異
聞

 

浅
田
次
郎

ソ
ロ
モ
ン
の
偽
証

 

宮
部
み
ゆ
き

空
飛
ぶ
広
報
室

 

有
川

　浩

花
見
ぬ
ひ
ま
の

 

諸
田
玲
子

は
な
ち
ゃ
ん
の
み
そ
汁

 
安
武
信
吾

英
語
で
は「
ホ
ニ
ャ
ラ
ラ
」と
言
い
ま
す
。
 

朝
日
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
編
集
チ
ー
ム

能
面
の
世
界

 

西
野
春
雄

日
本
の
か
ご

 

小
澤
典
代

ク
ン
ス
ト
レ
ー
ス

 

市
田
尚
子

ジ
ェ
ル
で
つ
く
る 

キ
ャ
ン
ド
ル
レ
シ
ピ

 

文
化
出
版
局

死
ん
だ
あ
と
の
お
金
の
話

 中村
麻
美

救
国
の
八
策

 

佐
々
淳
行

播
磨
の
石
棺
と
石
棺
仏

 
中
村
和
男

神
さ
ま
が
嫌
う
最
悪
参
拝 

仏
さ
ま
が

喜
ぶ
最
良
参
拝

 

大
野 

出

東
北
の
伝
承
切
り
紙

 
千
葉
惣
次

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
君
へ 

い
じ
め
て
い
る
君
へ 

い
じ
め
を
見
て
い
る
君
へ

 
朝
日
新
聞
社

錯
視
図
鑑

 

杉
原
厚
吉

ク
ッ
キ
ー
と
バ
タ
ー
ケ
ー
キ
の
レ
シ
ピ

 

稲
田
多
佳
子

包
丁
の
使
い
方
2
8
0

 主婦
と
生
活
社

図
書
案
内

新着

議会事務局� 52-3512
企画財政課� 52-1112
総務課（代表）� 52-1111
税務課� 52-1113
住民課� 52-1115
・クリーンセンター� 52-0096
健康福祉課・地域包括支援センター
� 52-1114
・障害者支援センター� 57-2233
・訪問看護ステーション
� 52-2400
・子育て学習センター� 52-1067
・保健センター� 52-2188
保険課� 52-1152
産業振興課� 52-1116
・観光案内所� 52-6959
農業委員会� 52-1116
建設課� 52-1117
上下水道課［與井380番地］
・上水道係� 52-0097
・下水道係� 52-1119
会計課� 52-1120
〔教育委員会〕
学校教育課� 52-2911
社会教育課� 52-2912
・生涯学習支援センター
� 52-1125
・つばき会館� 52-1125
・青少年育成センター� 52-5500
・郷土資料館� 52-3737
・スポーツセンター� 52-4433
社会福祉協議会� 52-2910

役場各課・関係機関
直通電話（市外局番０７９１）

役場各課への
お電話は
直通番号を
ご利用ください

　

い
ず
み
会
で
は
、
糖
尿
病
を
予
防
す

る
た
め
に
食
生
活
を
見
直
し
た
り
、
正

し
い
知
識
を
学
ん
だ
り
す
る
教
室
を
開

き
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
メ

ニ
ュ
ー
の
調
理
実
習
も
あ
り
ま
す
。

 

日
時 

12
月
７
日（
金
）

　
　

 

９
時
30
分
～
14
時
30
分

 

場
所 

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー 

 

対
象 

お
お
む
ね
40
歳
～
80
歳

 

料
金 

無
料

 

定
員 

15
人

 

申
込
期
限 

11
月
30
日（
金
）

問

い
ず
み
会
事
務
局

５
２・
２
１
８
８

　

狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。
狩
猟

者
の
皆
さ
ん
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

糖
尿
病
予
防
の
た
め
の
教
室

狩
猟
期
間
の
開
始

銃
器
の
取
り
扱
い
な
ど
に
十
分
注
意
し
、

事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
入
山

者
の
皆
さ
ん
は
、
目
立
つ
服
装
で
鈴
や

ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
鳴
る
も
の
を
携
帯
し

て
入
山
し
ま
し
ょ
う
。
わ
な
の
標
識
が

あ
る
場
合
に
は
近
づ
か
ず
、
休
日
は
狩

猟
者
が
集
中
す
る
の
で
特
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

 

狩
猟
期
間 

２
月
15
日（
金
）ま
で
※
ニ

ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
に
限
り
県
全
域

で
３
月
15
日（
金
）ま
で
。

問
光
都
農
林
水
産
振
興
事
務
所

　
森
林
林
業
第
２
課

５
８・
２
３
４
８

　
産
業
振
興
課 

農
林
振
興
係５

２・
１
１
１
６

　

西
播
磨
地
域
で
は
「
武
士
の
こ
こ
ろ

息
づ
く
西
播
磨
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
テ
ー

武
士
の
こ
こ
ろ
息
づ
く
西
播
磨

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
募
集

マ
の
も
と
、「
歴
史
再
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
昨
年
度
よ
り
展
開
し
て
い
ま

す
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
中
で
す
。

 

募
集
期
間 

１
月
10
日（
木
）ま
で

 

賞
金 

最
優
秀
１
点（
５
万
円
）、
優
秀

３
点（
１
万
円
）※
詳
し
く
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
西
播
磨
県
民
局 

地
域
づ
く
り
課

５
８・
２
３
６
５

　

人
権
週
間（
12
月
４
日
～
10
日
）に
合

わ
せ
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

 
日
時 

12
月
３
日（
月
）13
時
～
16
時

 

場
所 
役
場
４
０
２
会
議
室

 

相
談
員 
上
郡
町
人
権
擁
護
委
員

問
総
務
課 
総
務
防
災
係

５
２・
１
１
１
１

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

28November 2012



■
高
等
工
科
学
校（
一
般
）

 

受
験
資
格 
中
学
校
卒
業（
見
込
み
を

含
む
）の
17
歳
未
満
の
男
子

 

試
験
日 

１
月
19
日（
土
）

 

受
付
期
間 

１
月
７
日（
月
）ま
で

■
貸
費
学
生 （
技
術
）

 

募
集
人
員 

陸
・
海
・
空（
約
10
人
）

 

応
募
資
格 

理
学
部
、
工
学
部
の
３
・
４

年
生（
26
歳
未
満
）ま
た
は
大
学
院（
28

歳
未
満
）

 

試
験
日 

１
月
26
日（
土
）

 

受
付
期
間 

12
月
１
日（
土
）

～
１
月
11
日（
金
）

■
自
衛
官
候
補
生（
男
性
）

 

募
集
人
員 

陸（
約
２
，５
０
０
人
）、

海（
約
５
０
０
人
）、
空（
約
６
０
０
人
）

 

資
格 

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

 

受
付
期
間 

年
間
を
通
じ
て
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部　

相
生
地
域
事
務
所     

２
３・
２
７
５
０

■
町
県
民
税
の
特
別
徴
収

　

町
県
民
税
の
特
別
徴
収
は
、
給
与
支

払
者（
会
社
な
ど
）が
、
毎
月
支
払
う
給

与
か
ら
町
県
民
税
を
徴
収
し
、
給
与
所

得
者
に
代
わ
っ
て
納
入
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
地
方
税
法
お
よ
び
町
の

自
衛
官
の
募
集

龍
野
県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

条
例
の
規
定
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
所

得
税
の
源
泉
徴
収
を
す
る
す
べ
て
の
給

与
支
払
者
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
個
人
事
業
税
の
納
期
限

　

個
人
事
業
税
は
、
所
得
税
、
町
県
民

税
と
は
別
に
個
人
で
事
業
を
行
う
方
に

か
か
る
税
で
す
。
個
人
事
業
税
の
第
２

期
分
の
納
期
限
は
11
月
30
日（
金
）で
す
。

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
納
税
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替

制
度
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
龍
野
県
税
事
務
所 

課
税
第
一
課

０
７
９
１・
６
３・５
６
７
０

　

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
期
間
で

す
。
社
員
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
労
働

者
を
一
人
で
も
雇
い
入
れ
た
事
業
所
は
、

労
働
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
加
入
し
て

い
な
い
事
業
主
は
、
労
働
基
準
監
督
署

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
相
生
労
働
基
準
監
督
署２

２・
１
０
２
０

　

腹
話
術
や
手
品
を
楽
し
み
な
が
ら
、

消
費
者
問
題
と
環
境
問
題
に
つ
い
て
考

え
る
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

新
聞
紙
を
再
利
用
し
て
ゴ
ミ
袋
づ
く
り

労
働
保
険
適
用
促
進
期
間

消
費
者
力（
エ
コ
）ア
ッ
プ
学
習
会

を
行
い
ま
す
。
事
前
申
込
は
不
要
で
す

の
で
、
当
日
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

 

日
時 

12
月
１
日（
土
）13
時
30
分
～

 

場
所 

役
場
第
２
庁
舎 

２
階
大
会
議
室

問
上
郡
町
消
費
者
協
会

５
２・
１
１
１
５

　

町
学
童
ク
ラ
ブ
で
、
留
守
家
庭
児
童

の
健
全
育
成
に
関
わ
る
指
導
員（
平
成

25
年
度
分
）を
募
集
し
ま
す
。
採
用
は
、

入
会
児
童
数
に
合
わ
せ
て
登
録
名
簿
よ

り
声
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
長
期
休
業
中
は
教
員
免
許
な
ど

の
資
格
が
な
い
学
生
で
も
補
助
員
と
し

て
従
事
で
き
ま
す
の
で
、
ご
登
録
く
だ

さ
い
。

 

指
導
員
登
録
資
格 

教
員
免
許
ま
た
は

保
育
士
資
格
を
有
す
る
方
で
児
童
の
健

全
育
成
に
必
要
な
知
識
・
経
験
を
有
す

る
方 

 

補
助
員
登
録
資
格 

児
童
の
健
全
育
成

に
熱
意
を
も
ち
、
長
期
休
業
中
に
勤
務

で
き
る
方 

 
申
込
方
法 

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
登
録
申
込
書
を
提
出 

 

申
込
期
間 
12
月
14
日（
金
）ま
で 

問
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー５

２・
１
１
２
５

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
登
録
者
を
募
集

マ
の
も
と
、「
歴
史
再
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
昨
年
度
よ
り
展
開
し
て
い
ま

す
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
中
で
す
。

 

募
集
期
間 

１
月
10
日（
木
）ま
で

 

賞
金 

最
優
秀
１
点（
５
万
円
）、
優
秀

３
点（
１
万
円
）※
詳
し
く
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
西
播
磨
県
民
局 

地
域
づ
く
り
課

５
８・
２
３
６
５

　

人
権
週
間（
12
月
４
日
～
10
日
）に
合

わ
せ
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

 

日
時 

12
月
３
日（
月
）13
時
～
16
時

 

場
所 

役
場
４
０
２
会
議
室

 

相
談
員 

上
郡
町
人
権
擁
護
委
員

問
総
務
課 

総
務
防
災
係

５
２・
１
１
１
１

広 告
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申し込みは造幣局まで。
■販売価格　6,000円～ ※申込多数の場合は抽選。
■申込期間　11月30日（金）まで
問造幣局 050－5548－8686

▼
男
子
25
M
バ
タ
フ
ラ
イ
35
～
39
歳
②
大

浦
啓
文
▼
男
子
50
M
自
由
形
35
～
39
歳
③

大
浦
啓
文

［
Ｇ
＝
19
～
24
歳
、
Ｌ
＝
45
～
49
歳
、
Ｎ

＝
55
～
59
歳
、
Ｑ
＝
70
～
74
歳
］　
新
＝

大
会
新
記
録

【
男
子
】▼
25
Ｍ
平
泳
ぎ
Ｑ
①
新
赤
松
初
夫

▼
同
Ｌ
①
新
松
本
吉
造
▼
25
Ｍ
自
由
形
Ｎ

①
新
溝
口
茂
▼
50
Ｍ
平
泳
ぎ
Ｌ
①
新
松
本

吉
造
▼
50
Ｍ
自
由
形
Ｑ
②
赤
松
初
夫
▼
同

Ｎ
①
新
溝
口
茂
▼
同
Ｇ
①
田
中
智
之
▼

１
０
０
Ｍ
自
由
形
Ｇ
①
新
田
中
智
之

【
女
子
】▼
25
Ｍ
背
泳
ぎ
Ｑ
①
新
永
井
勝
代

▼
１
０
０
Ｍ
背
泳
ぎ
Ｑ
①
新
永
井
勝
代

▼
男
子
ロ
ー
の
部
①
三
木
陽
成
多
･
大
崎

佑
真
ペ
ア
、
宮
下
敬
也
･
芳
賀
廣
貴
ペ

ア
、
上
通
弘
夢
･
富
岡
海
来
ペ
ア
▼
女
子

ハ
イ
の
部
②
中
野
舞
･
平
岡
琴
恵
ペ
ア
、

近
藤
優
佳
･
竹
平
妃
織
ペ
ア
、
福
井
明
日

華
･
山
本
果
奈
ペ
ア

▼
男
子
の
部
①
山
本
啓
市
②
丸
山
楠
之
③

丸
尾
雅
明
▼
女
子
の
部
①
中
川
ま
さ
子
②

第
19
回
コ
ス
モ
ス
夏
季
水
泳
大
会　
　
　８

月
26
日

第
13
回
新
宮
ス
イ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
２
日

第
２
回
野
田
カ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　
　
　
　
　
　

９
月
８
日

高
齢
者
大
学
秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

９
月
13
日

加
納
美
代
子
③
沖
中
順
子

①
Ａ
チ
ー
ム（
牛
尾
幸
男
、
松
本
凌
子
、

木
村
幸
雄
、
三
井
一
義
、
田
渕
房
子
）②

Ｂ
チ
ー
ム（
横
山
重
信
、
辻
正
夫
、
野
村

ト
シ
エ
、
木
村
公
子
、
清
水
武
一
）③
Ｃ

チ
ー
ム（
岡
本
一
政
、
辻
久
子
、
山
本
美

智
子
、
久
保
田
和
子
、
福
井
麗
子
）

①
川
原
②
高
田
台
６
丁
目
③
竹
万

①
Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
②
ホ
ワ
イ
ト
シ
ャ

ー
ク
③
ツ
イ
ス
タ
ー
ズ
、
白
馬
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
赤
松
ツ
ー
ゲ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　

９
月
16
日

第
６
回
上
郡
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会
大
会

９
月
16
日

第
63
回
県
都
市
対
抗
軟
式
野
球
上
郡
予
選

９
月
16
日

①
上
郡
高
嶺
少
年
野
球
部

②
上
郡
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

①
溝
口
昌
弘
･
高
見
昌
宏
ペ
ア
②
川
崎
魁

斗
･
若
尾
龍
太
郎
ペ
ア
③
佐
久
間
研
仁
･

森
岡
重
敏
ペ
ア
③
松
田
都
泰
･
西
崎
俊
行

ペ
ア

【
男
子
】①
高
田
錬
･
白
井
友
樹
ペ
ア

▼
幼
稚
園
・
幼
児
の
部
①
寺
尾
斗
希
②
高

谷
光
生
③
吉
田
晃
太
朗
▼
小
学
１・２
年

生
の
部
①
寺
尾
凪
生
②
星
尾
和
希
③
塚
本

大
賀
▼
小
学
３・４
年
生
の
部
①
杉
本
陸

②
山
本
凱
生
③
有
政
佑
真
▼
小
学
５・６

年
生
の
部
①
秋
葉
直
樹
②
上
岡
達
矢
③
岸

本
悠
希
▼
中
学
生
男
子
１
部
①
木
下
征
哉

②
岩
本
悠
樹
③
山
本
涼
太
郎
▼
中
学
生
男

子
２
部
①
衣
笠
裕
貴
②
川
原
直
樹
③
皆
川

直
人
▼
中
学
生
女
子
の
部
①
岸
本
奈
々
美

②
山
本
菜
南
子
③
上
岡
純
菜

①
川
原
チ
ー
ム
②
高
田
台
６
丁
目
チ
ー
ム

③
竹
万
チ
ー
ム
③
大
持
チ
ー
ム

第
11
回
加
古
川
市
長
旗
学
童
野
球
上
郡
予
選

９
月
17
日

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
一
般
の
部
）９

月
18
日

第
15
回
北
近
畿
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

和
田
山
交
流
大
会　
　
　

                

９
月
29
日

第
36
回
上
郡
町
民
柔
道
大
会　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
７
日

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
８
日

①
高
田
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

②
山
野
里
Ａ
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

③
山
野
里
Ｂ
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

①
森
下
幸
子
②
立
川
ツ
ヤ
コ
③
丸
山
楠
之

町
長
杯
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
８
日

第
45
回
体
育
の
日
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会	

10
月
８
日

平家を偲ぶ 西播磨の集い
〜 時空を越えた心の旅路 〜

「平家伝説」にまつわる西播磨
の地域文化が上郡に集い、現
代にマッチした形で平家を偲
ぶ文化発信を行います。皆さ
ん、気軽にご参加ください。 
入場無料 （先着100人に粗品進呈）

日時　12月16日（日） 12時30分開演
場所　生涯学習支援センター 大ホール
内容　（１ 部）琵琶、尺八、合唱など
　　　（２ 部）古曲室の謡、日本舞踊など
　　　（３ 部）モリモリソング＆体操
　　　　　　平家太鼓（高田小）
問ＮＰＯアクイラ ０７９－２２２－４４９8

優秀な成績を収めた選手たち
（野田カップクラブトーナメント・９/８）
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みんなの掲示板・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・みんなの掲示板・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・みんなの掲示板・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・みんなの掲示板・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

11月

15 木 	教育相談（電話相談）9:00～17:00
	身体障がい者相談13：00～16：00

16 金 	町民ゲートボール大会9：00～
	すこやか子育て教室（2歳児）10:00～

17 土 	高齢者大学開講日10：00～

18 日
 大岩診療所（ 52-5000）9:00～17:00

	第3回定住自立圏内中学校交流野球大会9：00～
　 第41回近隣市町親善剣道大会9：00～

	おはなし会10：00～
	短歌大会13：30～

19 月

	農地相談9:00～12:00
	すくすく教室９:30～
	子育て相談10:00～
	教育相談（カウンセリング）11:00～17:00
	農業委員会定例会13:30～
	こども相談（心理）13:30～

20 火
	食育特別講座10：00～
	法律相談（予約制）13:20～16:00
	若者ニート・ひきこもり相談（ 52-1116）13:30～

21 水
	エイズ・肝炎相談（予約制）１３:２０～１５:００
	こども相談（言語）13:30～
	若者の心と体の相談（予約制）１３:３０～１５:３０

22 木
	高齢者大学グラウンドゴルフ交流大会9:00～
	教育相談（電話相談）9:00～17:00
	ハーモニカ教室（中級）10：00～
	ハーモニカ教室（初級）13：00～
	心配ごと（なんでも）相談13:30～15:00

23 金
 苔縄医院（ 52-5611）9:00～17:00

	第3回定住自立圏内中学校交流野球大会9:00～
	ヨガ教室Ｂ（ルーシーダットン）19:30～

24 土 	親子ふしぎ体験隊9：30～
 町民弓道大会13：00～17:00

25 日
 高田診療所（ ５２-1052）9:00～17:00

	町民軟式野球大会、町民男女混合バレーボール大会、ロードレース大会9:00～
	洋楽・器楽の集い13:00～
	少女バレーBG杯13:00～17:00

26 月 	子育て相談10:00～
	教育相談（カウンセリング）11:00～17:00

27 火
	すこやか子育て教室（３歳児）10:00～
	身体障がい者相談13:00～16:00
	ヨガ教室Ａ（ルーシーダットン）19:30～

28 水 	すこやか子育て教室（誕生会）10:00～
	３歳児健診13：00～

29 木 	教育相談（電話相談）9：00～17：00
	すこやか子育て教室（0・１歳児）10:00～

30 金 	すこやか子育て教室（2歳児）10:00～

1115 1220
相談・健康・
スポーツ・生活
相談・健康・
スポーツ・生活

12月

1 土
	町民学童軟式野球大会、

    第33回西播ミニバスケットボール冬季大会9:00～
	四季の園芸花づくり教室10:00～

2 日
 森医院（ 52-0711）9:00～17:00

	町民学童軟式野球大会、第33回西播ミニバスケット
　 ボール冬季大会、インディアカ大会9:00～

	読書シンポジウム13:30～

3 月
	子育て相談10:00～
	教育相談（カウンセリング）11:00～17:00
	人権相談13:00～16:00
	こども相談（心理）13:30～

4 火
	家庭児童相談9:00～15:00
	すこやか子育て教室（３歳児）10:00～
	押し花とガラスエッチング教室13:30～

5 水 	エイズ・肝炎相談（予約制）１３:２０～１５:００
	若者の心と体の相談（予約制）１３:３０～１５:３０

6 木
	教育相談（電話相談）9:00～17:00
	高齢者大学開講日10:00～
	心配ごと（なんでも）相談13:30～15:00

7 金 	すこやか子育て教室（2歳児）10:00～

8 土 	みんなの歴史講座10:00～

9 日  菅原病院（ 52-6369）9：00～17：00
	西日本野球大会9:00～

10 月 	子育て相談10:00～
	教育相談（カウンセリング）11:00～17:00

11 火
	赤ちゃんサロン9:30～
	すこやか子育て教室（３歳児）10:00～
	ヨガ教室Ａ（ルーシーダットン）19:30～

12 水 	４ヵ月児健診（Ｈ２４．７月・８月生）
    １０ヵ月児健診（H２４．１月生）12:30～

13 木
	高齢者大学グラウンドゴルフ師走大会9：00～
	教育相談（電話相談）9：00～17：00
	すこやか子育て教室（0・１歳児）10:00～
	心配ごと（なんでも）相談13：30～15：00

14 金 	ヨガ教室Ｂ（ルーシーダットン）19:30～

15 土  親子ふしぎ体験隊9：30～
	高齢者大学開講日10：00～

16 日
 黒田内科クリニック（ 52-0235）9：00～17：00

	西日本野球大会、西播地区選抜インドア選考会ソフトテニス
　 大会（男子）、町民大会少林寺拳法演武会9：00～

17 月
	すくすく教室9：30～
	子育て相談10:00～
	教育相談（カウンセリング）11:00～17:00
	こども相談（心理）13：30～

18 火 	法律相談（予約制）13：20～16：00

19 水

	エイズ・肝炎相談（予約制）9:30～11:30
	行政相談10:00～12:00
	すこやか子育て教室（クリスマスコンサート）10:00～
	こども相談（言語）13:30～
	若者の心と体の相談（予約制）１３:３０～１５:３０
	心配ごと（なんでも）相談13:30～15:00

20 木 	教育相談（電話相談）9：00～17：00

みんなの掲示板・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

申し込みは造幣局まで。
■販売価格　6,000円～ ※申込多数の場合は抽選。
■申込期間　11月30日（金）まで
問造幣局 050－5548－8686

みんなの掲示板・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

※日程・場所などは、変更になる場合があります。

	 役場 52-1111（代表）
	 保健センター 52-2188
	 子育て学習センター 52-1067
	 生涯学習支援センター 52-1125
	 つばき会館 52-1125
	 スポーツセンター 52-4433
	 青少年育成センター 52-5500
	 赤穂健康福祉事務所 43-2321
	 社会福祉協議会 52-2910

	 心配ごと（なんでも）相談 080-1936-1067
� （専用電話当日のみ可）

場所・お問い合わせ

「コウノトリ」をデザインした
兵庫県の記念貨幣が発行されます。 ←千円硬貨

　（イメージ）

ふるさとひょうご記念貨幣
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平
成
24年

11月
号

平
成
24年

11月
15日
 発
行

２人とも元気に
大きくなってね。

お母さん（中田 友香さん）から一言

わんぱくわんぱく

今
月
の
オ
ス
ス
メ
情
報

編
集
後
記

編
集
後
記

かみごおりっ子かみごおりっ子

小さなお子さんの登場をお待ちしています。
ご希望の方は総務課までご連絡ください。

編
集
・
発
行

上
郡
町
役
場
広
報
委
員
会

TEL. 52-1111
FAX. 52-5172

※
広
報
か
み
ご
お
り
は
再
生
紙
を

　
使
用
し
て
い
ま
す
。

Eメ
ー
ル
 soum

u@
tow

n.kam
igori.hyogo.jp

U
RL http://w

w
w.tow

n.kam
igori.hyogo.jp/

8,139人男性 8,638人女性

●世帯数 6,504世帯（－1）
●人口 16,777人（－16）

10月末現在 （　）内は前月比・10月届出分
人口のうごき

出生
死亡

8人
19人

転入
転出

28人
33人

生涯学習支援センター　５２－1125問

クリスマス劇場として、劇団カッパ座の人形劇「おむす
びころりん＆森のなかまと歌おう＆はだかの王様」を上
演します。劇団カッパ座は、目と口が自由に動く表情豊
かな等身大ぬいぐるみ人形を使用し、日本全国で様々な
公演を行っています。

おなまえ 稗田

颯太くん（３歳）
そう　　た りゅう　じ

隆二くん（１歳）

■日　時　12月23日（日・祝）14時～（開場13時30分）
■場　所　生涯学習支援センター 大ホール
■料　金　【全席自由席】前売り券は子ども（3歳以上） 800円、
　　　　　大人（高校生以上） 1,000円、親子ペア 1,500円
　　　　　※当日券は 200円アップ、親子ペアは 400円アップ。
　　　　　　３歳未満でも座席が必要な場合は有料。
☆前売り券は下記施設にて販売中
　生涯学習支援センター、各地区公民館、
　スポーツセンター、役場社会教育課

クリスマ
ス劇場

オススメ!!

さわやかに歴史と未来の出逢うまち

November
201211No.516

主な内容
P2
特集　このまちグルリ
公共交通でつながる輪
P24
第二十二回「真摯の人」
P26
インフォメーション＆ニュース

秋
、み
ぃ
つ
け
た

山
野
里
な
ん
で
も
体
験
隊
が
稲
刈
り
に
挑
戦（
関
連
記
事
18
㌻
）

20May 2012

物
事
に
本
気
で
取
り
組
む
人
、
心
の

底
か
ら
喜
ぶ
人
、
切
実
に
願
う
人
。
そ
ん

な
人
た
ち
が
発
す
る
言
葉
に
は
、
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
取

材
を
通
し
て
感
じ
る
皆
さ
ん
の
「
熱
い
思

い
」。
そ
れ
ぞ
れ
の
か
け
が
え
の
な
い
生

活
が
つ
な
が
り
、
一
つ
の
町
を
形
作
っ
て

い
る
こ
と
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。同

時
に
「
そ
れ
な
ら
広
報
に
で
き
る

こ
と
は
何
か
？
」
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
制

作
期
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
私
な
り
の
答

え
は
“
広
報
は
ま
ち
づ
く
り
”
で
あ
る
と

い
う
こ
と
。
町
の
課
題
や
期
待
を
広
く
発

信
し
、
多
く
の
人
が
共
通
の
未
来
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
取
材
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
、
広
報
マ
ン
と
し
て
未
熟

で
す
が
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

32January 2012




